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序 

上峰村大字堤の船石区に鎮座する船石天神宮周辺には船石や鼻血

石、亀石などと呼ばれる巨石が存在しており、以前から支石墓では

ないかと注目を集めていました。ところがこの周辺に地元船石区に

より、区住民のスポーツ振興のために運動広場を設置する計画がも

たれたため、村教育委員会では国庫補助を受けて、遺跡の保護を目

的とした確認調査を実施しました。 

調査の結果、巨石群の謎も解明され、他にも重要な遺構や遺物が

多数出土するなど多大な成果を挙げることができました。本報告書

が古代文化研究のための資料として、また郷土の文化財を認識・理

解するための資料として役立つ事を願います。 

この調査に終始尽力くださった県教育委員会文化課の調査員、な

らびに秋山巌船石区長はじめ地元の方々に感謝の意を表します。 

なお、現地は調査終了後埋め戻して旧状に復しており、運動広場

計画と調整しながら遺跡の今後の保存・活用について検討を重ねて

いるところです。 

昭和58年3月 

佐賀県上峰村教育委員会 

教育長 重 松 守 男 



言
 

例 

1．本書は上峰村教育委員会が国庫補助事業として昭和57年度に実施した船石遺跡の発掘調査

報告書である。 

2．調査は上峰村教育委員会が主体となり、調査の実際は佐賀県教育委員会文化課がおこなっ

た。 

3．遺構の実測は調査員などがおこなった。 

4 ．遺構の写真撮影は七田がおこない、遺物の写真撮影は原口定（県教育委員会文化課調査第 

1係）がおこなった。なお、PL.1,PL. 4の航空写真は堤安信（調査第1係）による。 

5．出土した遺物の整理や調査記録類の整理は佐賀県文化財資料室でおこなった。担当したも 

のは下記のとおりである。 

遺物復元 	高畠澄子・広滝敏子・古川万鶴代・村瀬邦子 

遺物実測 	石井のり子・馬場美奈子・藤原倫子・山口成子・七田 

トレース 	貞包洋子・藤原倫子・蒲原京子（調査第1係） 

現像・焼付・・・原口 定・古賀栄子 

6．本書の執筆、編集は七田がおこなった。なお編集にあたり矢野佳代子（調査第1係）・藤原

倫子（資料室）の協力を得た。 

凡 	例 

1．調査時には遺構番号は一連番号を付し、その前にSB（竪穴住居跡）、 SK（土墳・貯蔵穴）、 

SD（溝）、 ST（古墳）、 SX（不明）を標記したが、本報告書では遺構別に新たな番号

を付した。それらの番号対照表を本文末につけた。 

2．遺構の法量はm単位、遺物の法量はcm単位を原則として用いた。 

3．遺構配置図や各遺構実測図中の北方位はすべて磁北である。 

4.「船石」という地名は「舟石」ともかくが、現行行政上の用法に従い、遺跡名は船石遺跡とし

した。 
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I 位 置 と 環 境 

船石遺跡は佐賀県些養基郡望藤村大字賞字三本杉・二本谷の段丘先端付近（標高21m-25m) 

に位置する。 

佐賀平野の東部、すなわち鳥栖市から佐賀郡にかけての脊振山南麓では多くの洪積世段丘が

発達しており、段丘に挟まれた谷底平野や扇状地性低地、南部有明海沿岸の三角洲平野は全国

でも有数な穀倉地帯となっている。脊振山南麓に発達する段丘群のうち、三養基郡中原町から

神埼郡神埼町にかけては大小の段丘が幾状も山麓部から南へ舌状に長く延び、その分布は複雑

で特異な景観を醸し出している。 

上峰村は面積12,83kii?で、脊振山地から南は筑後川旧河道付近までを占める南北に細長い村で

ある。西は北部では東脊振村、南部では三田川町に接するが、この町村境が神埼郡との郡境と

なっており、東は中原町に接する。村域は西側を南へ横たわるように延びるいわゆる二塚山丘

陵、東側を南へ延びる上地・船石丘陵に挟まれた地域である。 

船石遺跡が位置する段丘は、西側を南流する切通川に沿って、脊振山地の鎮西山南麓の塚原

付近から南へ延び、船石集落の南長崎本線付近で平野部に没する。遺跡はこの段丘の先端付近

に鎮座する船石天神宮周辺一帯に広がっている。 

佐賀平野東部は県内において遺跡の分布が密なところで、特に弥生時代の著名な遺跡が目立っ

ている。鳥栖市安永田遺跡（1)、中原町姫方遺跡（2)、上峰村切通遺跡（3)、上峰村と東脊振村にまた

がる二塚山遺跡（4)、東脊振村横田遺跡（5)、同村三津永田遺跡（6)、三田川町と神埼町にまたがる吉

野ケ里丘陵遺跡⑦などであるカえ有明海沿岸に近い三角洲の微高地には千代田町詫田貝塚（8）など多

くの集落が形成されている。これらの概要についてはそれぞれの報告に譲り、ここでは上峰村

を中心として、東は寒水川流域から西は城原川流域までの山麓部・段丘・谷底平野・扇状地性

低地の遺跡を中心に、船石遺跡をとりまく歴史的環境について概観したい。 

旧石器時代の遺跡はこれまで本格的な調査がなされたものはないが、段丘上や斜面などから

断片的に磯器や尖頭器、ナイフ形石器、剥片などが採集されている。縄文時代になると山麓部

を中心に遺跡の教を増し、ほぽ全時期の縄文土器や石器類が発見されている。東脊振村戦場ケ谷遺跡

⑨は学史的に著名であるが、最近の発掘調査で明確な遺構が検出された遺跡もいくつか存在する。 

中原町香田遺跡⑩では早期の集石遺構や晩期の支石墓、壷棺墓が、東脊振村タケ里遺跡⑩や神

埼町志波屋六本松遺跡02)では後期の竪穴住居跡が検出され、この地域の縄文時代研究に新しい

資料を提供したと言える。 

弥生時代になると遺跡の規模、数ともに増大し、この地域はかつてない繁栄をみる。前期で

は山麓部・段丘上にいくつかの遺跡が知られる。中原町田］南遺跡uりでは巨大なV字溝や貯蔵穴群

が、上峰村一本谷遺跡(1 では多数の竪穴住居跡や貯蔵穴群が発掘され、前期末頃までには大き 
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25ドンドン落遺跡 

26町南遺跡 

27天神遺跡 

28西寒水遺跡 

29宝満谷遺跡 

37鎮西山南麓古墳群 

38谷渡古墳群 

39松葉古墳群 

40東山古墳群 

41屋形原古墳群 

49稲荷塚前方後円墳 

50塚山前方後円墳 

51瓢箪塚前方後円墳 

52横田南前方後円墳 

53堤土塁跡 

Fig. 1 船石遺跡の位置および周辺遺跡 

1戦場ケ谷遺跡 	13西石動遺跡 

2三津永田遺跡 14下石動遺跡 

3馬郡遺跡 	 15目達原銅矛出土地 

4吉野ケ里丘陵遺跡群 16二塚山遺跡 

5二本黒木遺跡 17五本谷遺跡 

6田手一本黒木遺跡 18切通遺跡 

7タケ里遺跡 	19一本谷遺跡 

8西前田B遺跡 20船石遺跡 

9西前田A遺跡 21船石南遺跡 

10横田・松原遺跡 22上地遺跡 

11松の森遺跡 	23姫方遺跡 

12西石動銅或溶苑出土地 24姫方原遺跡 

30伊勢塚前方後円墳 42大塚古墳 	 54辛上廃寺跡 

31下三津西前方後円墳 43山田古墳群 55塔の塚廃寺跡 

32志波屋開拓団古墳群 44宝満宮前方後円墳 56下中杖遺跡 

33浦田遺跡 45くずれ塚古墳 57鎮西山城跡 

34西ー本杉遺跡 46上のびゆう塚前方後円墳 58臥牛城跡 

35西石動古墳群 47大塚前方後円墳 59綾部城跡 

36山田谷古墳群 48古稲荷塚古墳 
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な集落が存在していたことがうかがえる。また前期の比較的早い段階から有明海沿岸の三角洲

地帯の微高地に貝塚集落が出現していたことが千代田町詫田貝塚などの出土土器でわかる。中

期になるとこの地域のほとんど全域に遺跡は広がり、いくつかの遺跡群を形成する。 

この地域の弥生時代の遺跡としては特に墳墓群が従来より注目されてきた。切通、五本谷、 

二塚山、横田、三津永田、吉野ケ里などの墓地からは嚢棺墓や土墳墓・組合せ箱式石棺墓に伴

なって銅剣、銅鏡、鉄製武器・工具、ガラス製玉類、貝製腕輪などの重要な遺物を多数出土し

ており、漢式鏡だけでも20面以上を数えるなど、一つのまとまりを示す地域となっている。し

かし姫方遺跡のように500基以上の妻棺墓を出土しながら副葬品が極めて貧弱な墓地も多数存在

する。東脊振村西石動遺跡園、同西前田B遺跡⑩、神埼町志波屋六本松遺跡⑩などである。 

これらの弥生時代墓地はほとんどが段丘上に存在しており、今のところ墓地を営んだ集落と

の有機的な関連を結びつけられるものは極めて少ない。弥生時代集落跡の調査も近年の大型開

発に伴って増加してきた。中原町姫方原遺跡⑩、北茂安町宝満谷遺跡aり、上峰村一本谷遺跡、東

脊振村西石動遺跡、同下石動遺跡⑩、同西前田A遺跡の、同タケ里遺跡などが発掘され、前記墓

地群との関連もふまえて次第にこの地域の状況が明らかになりつつある。 

また東脊振村西石動(22)、佐賀市楳の木ロりでは中広形銅文の鋳型が、三田川町目達原桜馬場遺

跡四からは中広形銅矛 4 本〈うち 2本は鋒部に研ぎ分けによる羽状文がっく）が発見され、神

埼町川寄遺跡周辺四や千代田町詫田貝塚からは鐸型土製品が発見され囲、青銅器鋳造や祭肥の

あり方が問題となってきている。 

古墳時代になると、東脊振村西一本杉遺跡⑩の初現的な古墳状の墳墓や、中原町姫方遺跡、 

上峰村五本谷遺跡などの方形周溝墓が出現し、神埼町下朝日古墳困では衝製鏡や碧玉製石釧を、 

また上峰村四本谷では石棺から銅鍍などを出土のするなど、本格的な古墳が築造されるように

なる。さらに五世紀後半になると三田川町、上峰村、東脊振村にかけて前方後円墳 7基、円墳 

5.6基以上からなる目達原古墳群(29) が出現し、この地域は政治的なまとまりを示すようにな

る。後期には山麓部、段丘を中心に中原町姫方、同上地、東脊振村下三津西、神埼町伊勢塚、 

同二子などの前方後円墳や、山麓部や高位段丘を中心に多くの群集墳が営まれる。中原町北部

山麓地域の山田、白虎谷、一本桜・小弐山・鳥巣古墳群、上峰村北部山麓地域の谷渡、奥の院、 

鎮西山南麓、屋形原古墳群、東脊振村山麓部の運田山、上石動、西石動、三津山田、戦場、松

葉、東山古墳群、神埼町北部山麓部の三谷、志波屋六本松、花浦、朝日、猿獄古墳群などで、 

特に猿獄古墳群は猿獄百塚とも呼ばれるように大規模な古墳群が形成されている。 

古墳時代の集落で比較的まとまった調査が行われたものは少ない。三田川町下中杖遺跡⑩、東

脊振村下石動遺跡、同タケ里遺跡、同西前田A遺跡、同浦田遺跡ロD、神埼町馬郡遺跡0のなどで 

ある。 

奈良時代には下中杖、浦田遺跡などの集落跡も断片的に調査されているが、上峰村塔ノ塚廃 
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寺跡岡や東脊振村辛上廃寺跡帥が従来より注目され肥前風土記にある神埼郡僧寺一所の比定で

議論の的となってきたが、律令時代においてこの地域に、寺院を建立することができる勢力が

あったことを示すものとして注目される。また上峰村堤土塁跡園も水城様の土塁として注目さ

れる。 

平安時代にはこの地域の西半分は神埼荘と呼ばれる院領荘園に組み入れられるが、三田川町

下中杖遺跡では越州窯陶磁器、緑柚陶器、木製馬鞍、青銅箸などの貴重な遺物を多く出土し、 

対中国貿易の拠点としての神埼荘と関係の深い遺跡と考えられる岡。他に平安時代末の輸入陶磁

器を出土する遺跡がいくつか存在している。また東脊振村の霊仙寺跡助における僧侶の活動が

平安時代の後期に始まったことも、その出土遺物から知られるところである。 

中世になると綾部城と総称される中原町北部から上峰村北部の諸山城周辺が東部佐賀平野の

一大中心地となったようである⑩。そのーつ中原町臥牛城跡では確認調査⑩の結果、腰曲輪を

めぐらせた平坦面に濠、掘立柱建物等が検出され、輸入陶磁器などが出土している。東脊振村、 

神埼町にも多くの中世山城跡があり、平野部にも環濠の平城が多数存在している。また霊仙寺

は最盛期を迎え、また平野部の集落跡からは多量の輸入陶磁を出土している。三田川町下中杖

遺跡、神埼町尾崎利田遺跡⑩その他多くの遺跡で出土しており、輸入陶磁器がこの地域では広． 

く一般にも普及していたことを想起させる。 
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II 調 査 の 経 過 

1．調査に至る経過 

船石遺跡周辺は従来より石器や土器が散布し、また古墳も存在する地域として知られていた

が、最も注意されていたのはやり船石や鼻血石などと呼ばれる巨石群の存在であった。これら

は神功皇后の伝説や肥前風土記にいう神埼郡船帆郷の記事に関連づけられていたが、戦後の支

石墓研究の進展に伴ない、これらの巨石群も支石墓の可能性があると考えられるようになった。 

松尾禎作は一連の支石墓研究を通して船石遺跡について次のように述べている。(1) 

「今のところ佐賀県の有明海岸には、確実な支石墓は発見されていない。というよりも 

発掘調査して支石墓と確認されたものがないという方がより適切かもしれない 	（中略） 

船石は三養基群上峰村大字堤字船石部落の天満宮社殿の北にあるもので、神功皇后に

まつわる伝説のある石である。 

これは天満宮の神殿と拝殿に接して、長径1. 7m、短径1. 4m（露出面）の四方に 4、 5 

箇の支石らしい石が見える。故老達は少年の頃からこの上に乗ると鼻血が出ると云い伝え

ている。仮にこれを第一号と名づけて置く。この第一号の北方 5. 6mの所に東西に主軸

を置いた巨石があって、舟形に見える。これを第二号とする。下に 2箇の支石があり丁度

姐のように見える。朝鮮金海にあるそれに似ていて、碁盤式とはちがうが、若し地下に埋

葬施設があるなら北九州唯一の卓子式と碁盤式との折衷式のものといえる。石ケ崎の掌石 

に似て上反りで、古墳の天井石とは反対であるから古墳ではないようである。 	（中略） 

この石は長さ 4m、幅2m位のもので須玖・石ケ崎・朝田・小田第二号に匹敵するもの

である。北九州よりも中部九州の支石墓掌石が大型になり、数が少なくなり、年代が下る

という一般的傾向に順応しているように見える。第一号・第二号とも発掘調査はされてい

ない。」 

しかし、その後約30年を経た今日まで調査は行われず解決をみないままであったが、昭和56 

年頃から地元船石区で船石天神宮の社地を児童公園や運動広場として利用したいという計画

がもたれたため、村教育委員会は県教育委員会との協議の結果、諸施設の配置計画を立てるた

めに予定地全域について確認調査を実施した。 
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2．発掘調査の経過 

発掘調査は事務局を上峰村教育委員会に設置して、昭和57年9月13日から同年12月24日まで 

現地調査を実施した。 

調査組織 

（事務局）上峰村教育委員会 

重松守男 教育長 

納富正人 教育課長 

吉田 忠 社会教育係長 

（調査担当）佐賀県教育委員会文化課 

藤山 巌 課長 

高島忠平 課長補佐 

樋渡敏障 文化財調査第1係長 

七田忠昭 文化財保護主事（担当） 

蒲原宏行 指導主事 

（作業員） 

秋山 巌（船石区長）・石丸 利・大坪 一・石松スミェ・石丸ミチェ・小川ミナ子・川原 

スミ子・川原ツャ・北島八重子・堤 イシ・堤千恵子・堤 ュキ・古川ナオェ・古川シゲ 

ミ・矢動丸五十三・矢動丸敏子 

石丸ミチエさんは基壇状遺構北半部の土地所有者で、6号・7号トレンチの発掘を快く承諾 

していただいた。また、久米トミ子・白水勝子・光武宣子の諸氏には北区の遺構実測について 

協力いただいた 

調査経過（Fig. 2) 

昭和57年9月14日から 4 日間の調査予定地の雑木伐採に弓は続き 9月20日から重機による表 

土剥ぎを行った。 9月28日、村教育委員会、文化課、作業員一同簡素な安全祈願を行い、発掘 

調査を開始した。 

調査は天神宮境内を除いて、南区（約560m) と巨石群が存在する北区（約1,100m2) に分け 

て行った。南区は10月14日に発掘が終了し、竪穴住居跡 6軒をはじめ貯蔵穴、土墳、溝などが 

検出され、遺物としては弥生土器、石器等が出土した。南区は弥生時代の集落であることが判 

明し、琵棺等の出土はなかった。 

北区は10月15日から12月24日の約 2 カ月間発掘を実施した。北区では調査前より社殿の北に 

接して船石、亀石、鼻血石と呼ばれる花崩岩の巨石や古墳の存在が知られていたが、全面的に 

表土を除いた段階で、琵棺墓を主体とする弥生時代墳墓約100カ所、竪穴住居跡 3軒、破壊され 
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Fig. 2 船石遺跡周辺地形図 

た古墳などを確認した。この段階で、調査費用、期間等を勘案した結果、巨石群の性格を明ら

かにすることに調査の主眼を置き、あわせて古墳や一部琵棺墓についても発掘調査を実施した。 

以下、本報告書では紙数の制限もあり、南区については簡単に触れ、様々な興味ある遺構や

遺物を出土した北区を中心にその成果について述べることにする。 

註 

(1）松尾禎作「佐賀県下の支石墓」佐賀県文化財調査報告書第 4輯 1955 
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III 南 区 の 調 査 

1．遺 構（折り込み 1, PL.3) 

南区は、北は天神宮社殿付近に接し、南は村道、西は私有地に接する約560m2 の区域である。 

調査区の東に接し、境内と村道に囲まれた三角形の区域にもトレンチを設けて調査したが、遺

構は確認できなかった。なおこの区域は現在子供用の遊具が設置されている。 

調査区内ではほぽ全面に遺構が分布しており、竪穴住居跡 6軒、土墳14基（うち貯蔵穴と考

えられるもの 5基）、溝1条などが検出された。地形が南へ傾斜し、また調査前までは畑地とし

て利用されていたため上部の削平がひどく、特に竪穴住居跡では南部の壁が遺存しないものが

ほとんどであった。 

(1） 竪穴住居跡（Tab. 1) 

竪穴住居跡は形態的には平面形が円形のもの 3軒（1号・ 3号・ 6号住居跡）と方形基調の

もの 3軒（ 2号・ 4 号・ 5号住居跡）に分れる。これらのうち全域を確認できたものは1号住

居跡のみであった。すべて弥生時代に属するものである。 

平面円形の竪穴住居跡はほとんどが径4.60m-5.35mと 5m前後の規模であるが、 3号住居

跡だけは径8.90mの大規模なものであった。 6号住居跡は後世の破壊がひどく屋内の施設が不

明であるが、1号住居跡と 3 号住居跡では中央部に炉状の土墳があり、この土墳の北東側と南

西側に近接して柱穴状の小穴が存在する。また両者とも北西側壁付近には貯蔵穴と考えられる

土墳が存在する。主柱穴と考えられる小穴は 1号住居跡で 5 カ所（ ?)、 3号住居跡で12カ所（ ?) 

確認したが、このことは住居の規模に柱穴数が対応する一般例と共通した傾向を示している。 

その他に 3号住居跡では壁に接して小溝を巡らせている。 

平面長方形と考えられる竪穴住居跡 3軒はいずれも破壊がひどく、規模を推定することは不

可能である。屋内施設としては 2 号住居跡で壁溝が検出された以外は不明である。 4号住居跡

ではほぽ中央部と考えられる床面に焼土が存在する。これら 3軒の竪穴住居跡の棟方向は北か

ら40。前後東へ振れているが、これは前述の1号・3号住居跡の炉状土墳の両側に位置する柱穴

状の小穴を結ぶ線の方位とほぼ一致する。 

(2） 土墳・貯蔵穴（Tab. 2) 

形態的には平面形が方形基調のものと不整形のものに分かれる。方形基調のものはその形態

等からいわゆる貯蔵穴と考えられるものがほとんどである。1号・ 2 号・ 3号・ 4 号・ 5号土

墳などがこれにあたり、特に南部に集中する。平面長方形・方形に近い長方形・台形のものが

あるが、面積は0.6n2-1.6m2と小規模なものがほとんどである。 2 号土墳は正方形に近く、 

規模も4. 0m2と大きく南西壁に近く柱穴状の小穴が存在する。 
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6号土墳は長く幅が狭い溝状の土墳で、床面は北東側へ傾斜し、北東部は深さ1. 41mと深く

掘られている。性格は不明である。 

平面が不整形な土墳もいくつか存在するが性格は不明である。11号土墳は円形に近い平面形

であると考えられるが、内部から鉄製鍬先が出土した。 

(3） 溝 跡 

南部において北方向へ延び東へ屈曲する溝が存在する。南北約6. 4m、東西約11.Omの部分を

調査した。幅O.21---O.43m、深さO.3O-O.67mの幅の割には深い溝であり、床面は平面をなし、 

傾斜しない。北側溝には幅0. 72mの平面円形の拡張部があり、この部分で溝は S字形に屈曲し

ているが、ここには挙大から人頭大の河原石が 8個存在する。溝の内部からは多数の焼土塊と

ともに弥生土器片、中世の土師器片などが出土した。 

Tab. 1 船石遺跡出土竪穴住居跡一覧表 
	

( ）内は推定法量 

仕
」
番

跡
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万
 

平形
 
面
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規 	模（IIl・d) 
棟 方 向 

屋 内 施 設 
且」 I. ' 	" 
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長さ（長圏×幅（短径） 深さ 床面積 主柱穴 溝 炉・焼土・土墳・その他 

山山ュ且弔くI 
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2 
隅 丸
長方形 

3.87以上× 
2.98以上 0.23 N-37。一E 有

  

亮・ 
石包丁？ 

3 円 形 (8.90) 0.09 (62.2) 12? 有 炉状土墳 奮 

4 
隅 丸
長方形 

- x 
3.66以上 0.20 N-44。-E 2? 一

 
 焼土 

琵・壷・
支脚 6号土墳と切り合う 

5 
隅 丸
長方形 

6.28X 
2.00以上 0.10 N-38.5。-。E 一

 
 妻・石斧 6号住居跡と切り合う 

6 円 形 (4.90) 0.10 (18.8) 発・壷 5号住居跡と切り合う 

7 円 形 (5.20) (21.0) 北区、4・18・19号奮棺墓より古 

8 円 形 (5.15) (21.5) 北区、膏棺墓墳に切られる 

9 円 形 (5.35) (22.5) 北区 

Tab. 2 船石遺跡南区出土土墳・貯蔵穴一覧表 

土番
 
墳
号
 

平面形態 
規 	模（m・m) 

出土遺物 備 	 考 
長さ × 幅 深さ 面積 

1 隅丸長方形 1.58 X 0.99 0.48 1.6 裏 貯蔵穴 

2 長 方 形 2. 17 X 1. 90 0.51 4.0 聾・壷 貯蔵穴、正方形に近い、 1号溝より古 

3 長 方 形 0.81X 0.79 0.63 0.6 奮・高杯 貯蔵穴、 1号住居跡より新 

4 長 方 形 1.21 X 0.80 0.35 1.0 奮 貯蔵穴、 5号土墳より新、 1号溝より古 

5 方 	形 1. 08 >< 1. 00以上 0.12 亮 貯蔵穴、 4号土墳・1号溝より古 

6 長 方 形 2.80X0.56 1.41 1.6 琵 溝状の土墳、 4 号住居跡と切り合う 

7 楕 円 形 2.30 >< 2.01 0.81 3.7 亮 12号土墳より新、近世～現代 

8 不 整 形 3.83X2.50 0.37 亮・石鉄 近世～現代 

9 不 整 形 3. 60 X 2. 12 0 一 30 聾 

10 楕 円 形 1.00以上×0.69 1.48 鉢 

11 円 形 ？ 径約4mか 0.49 鉄製鋤先 

12 不 整 形 1. 72 X 1. 22 0.26 裏 
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2．遺 物 

遺物としては土器、石器、鉄器などが出土した。出土数が少なく、特に土器は風化がひどく

小破片となったものがほとんどであった。 

(1） 土 	器（Fig. 3 PL. 16) 

土器は 1 -'--29はすべて弥生土器であるが、30のみ中世の土師器である。 

竪穴住居跡出土土器（Fig.3, 1 -'--13) 

1・2 は 1号住居跡出土。 1は奮の口縁部で、断面逆L字形の幅広の平坦口縁である。 2 は

嚢の底部で、上げ底気味の平底をなす。復元底径5. 4m。いずれも胎土は橿褐色で砂粒を含む。 

3・4・5 は 2号住居跡出土。 3・4 は畿の口縁部で、断面逆L字形の平坦口縁である。胎

土は 3が黄褐色、 4 が茶褐色でいずれも砂粒を含む。 5 は奮の底部で、体部との境は丸くなる

平底である。復元底径5.0cm。胎土は橿褐色で砂粒を含む。 

6・7・8 は 4号住居跡出土。 6 は喪の口縁部で、断面逆L字形の平坦口縁は幅が狭い。胎

土は茶褐色で砂粒を含む。7 は壷の底部で、平底から体部は大きくひらく。底径5.6cm。胎土は

燈褐色で砂粒を含む。8 は土製支脚で、底部が広がる形態で横断面は楕円形となる。現存高7.2 

cm。胎土は橿灰色で大粒の砂粒を含む。 

9・10は 5号住居跡出土。 9 は琵の口縁部で、断面逆L字形の平坦口縁は薄くわずかに下方

へ垂れる。10は奮の底部でわずかに上げ底気味の平底である。底径6.4cm。いずれも胎土は黄褐

色で砂粒を含む。 

11・12・13は 6号住居跡出土。11・12は妻の口縁部で、どちらも断面逆L字形の平坦口縁で

あるが、11が幅が狭い。ともに胎土は橿褐色で砂粒を含む。13は壷の底部と考えられるもので、 

平底をなす外底部と大きくひらく体部との境は丸い。復元底径8.0cm。胎土は茶褐色でやや大粒

の砂粒を含む。 

土墳・貯蔵穴出土土器（Fig. 3、 14----27) 

14は 1号土墳出土。嚢の口縁部で、やや内傾する体部に断面三角形口縁がつく。復元口径22.8 

cm。胎土は明黄灰色で砂粒を含む。 

15・16は 2号土墳出土。15は奮の底部で、平底をなすものと考えられる。復元底径6.0cm。胎

土は暗茶灰色で砂粒を含む。16は壷の底部で、平底をなす外底部から体部は大きくひらく。底

径6.4cm。胎土は橿灰色で砂粒を多く含む。2 号土墳からは他に小型壷の頚部と考えられる小片

が出土している。 

17・18・19は 3号土墳出土。17は奮の口縁部で、断面く字形に近い口縁である。胎土は黄褐

色で砂粒を含む。18は琵の底部で、平底をなし体部との境は丸い。復元底径9.4cm。胎土は茶褐

色（外底部は黒褐色）で砂粒を含む。19は高杯の口縁部と考えられる破片で、大きく外反する 
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Fig. 3 船石遺跡南区出土土器実測図 
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体部上端内側を補強した断面鋤状の平坦口縁であり、外側は器壁が薄くわずかに下方へ垂れて

いる。復元口外径26. 3cm。胎土は黄褐色で砂粒を含む。 

20・21は 4号土墳出土。20は嚢の口縁部で、小さめの断面丁字形口縁の内外への張り出しは

小さい。胎土は燈褐色で砂粒を含む。21は壷の底部と考えられるもので、器壁の厚い平底をな

す。復元底径6.2cm。胎土は外面赤褐色（内面は黒ずむ）で砂粒を含む。 

22・23は 6号土墳出土。22は幾の口縁部で、断面三角形に近い逆L字形口縁である。復元口

外径26. 0cm。胎土は燈灰色で砂粒を含む。23は嚢の底部で、平底をなすものと考えられる。復

元底径8.6cm。胎土は燈灰色で砂粒を含む。 

24・25・26は 7号土墳出土。24・25は奮の口縁部で、24は内傾する体部に断面三角形に近い

逆L字形口縁がつき、25は直立する体部に断面逆L字形口縁がつく。復元口外径は24が27.6cm 

25が30.6cm。胎土はいずれも茶褐色で砂粒を含む。26は琵の底部で、平底をなす。復元底径8.4 

cm。胎土は茶褐色で砂粒を含む。 

27は10号土境出土。碗形をなす鉢で、上げ底気味の底部からひらく体部は上位で内傾し、肥

厚させた端部をそのまま口縁とする。口径17. 7cm、器高10.8cm、底径6.2cm。胎土は内面が橿灰

色、外面が明茶灰色で砂粒を含む。 

溝跡出土土器（Fig. 3.. 28-30) 

28・29・30は 1号溝出土。28・29は流れ込みと考えられる嚢の口縁部で、28は断面丁字形に

近い逆L字形口縁である。胎土は明黄灰色で砂粒を含む。29は内傾する体部に断面三角形の口

縁がっく。胎土は赤褐色で砂粒を含む。30は土師器小皿である。全面ロクロナデで成形されて

いる。外底の調整痕は磨耗のため不明。復元口径7.9cm、復元高1.6cm。胎土は黄橿褐色で細か

な砂粒を含む。 

(2） 石 	器（Fig. 4 PL. 16) 

石器には石鉄、柱状石斧、石包丁、 

剥片、磨石などがある。 

1は打製石鉄で、 8号土墳出土。無 、ー 

茎凹基式のものである。サヌカイト製。 

現存長2.8cm、現存幅2.3cm、厚さ0.6cm0 総 

2 は縦長剥片で、表採。長さ3.75cm. 	言W 

幅1 .4cm、厚さ0.8cm。黒曜石製。 	 思r 

3 は砥石あるいは柱状の石斧と考え

られる破片で、 2号住居跡出土。下部

の折れた部分で幅2.8cm、厚さ2.3cm0 

現存長8.3cm。泥岩製かと思われる。 	 Fig. 4 船石遺跡南区出土石器実測図 

警 

一 13- 



(3) 鉄 	器（Fig. 5 PL.16) 

鉄器としては11号土墳出土の鋤先がある。タテに 2折した破片

である。側辺と刃部との境は角ばり、刃部でもやや角ばる部分が 

ー ある。全体は角ばったU字形をなし、刃部の反対側および側辺内

側は袋になっている。現存幅6.0cm、全7.0cm 、刃部と袋部上端ま

での幅3.7cmである。 

他に 2 号住居跡から石包丁らしい破片、1号溝から磨石が出土している。 

0 	 5cm 
I 	 - 

Fig. 5 11号土墳出土鉄製鋤先実測図 

Iv 北 区 の 調 査 

1．遺 構 

北区は天神宮社殿以北の地域で、東は村道付近、北は古墳墳丘状の高まった部分までの約1,100 

m2の区域である。表土剥ぎ終了時点で前述の 3個の巨石の他に古墳 2基、基壇状遺構1基、竪

穴住居跡 3軒、琵棺墓が主流と考えられる弥生時代墳墓の墓墳93カ所以上などの遺構を確認し

たが、実際に発掘調査を実施したのは船石、亀石、鼻血石（1号墳）、 2 号墳、 3号墳、基壇状

遺構、船石周辺の琵棺墓19基などであった。 

遺構の分布（折り込み 1) 

天神宮神殿と拝殿との境の北側に接して鼻血石が、鼻血石の1ヒ」ヒ東に約3. 5mの間隔をもって

船石が、船石の東北東に約1. 2mの間隔をもって亀石が存在する。また鼻血石とよく似た形態の

石が亀石の」ヒ」ヒ東約10.5mの位置にあるが、今回は調査していない。調査区南端中央には 2 号

墳が、中央部には 3 号墳が存在するが、両者の周溝は切り合っている。調査区北端には基壇状

遺構がある。弥生時代墳墓の墓墳群は地形が緩やかに傾斜する西部と急傾斜となる東部におい

ては数を減じるもののほぽ全域に分布するが、特に船石周辺、 3 号墳の西北方と東方の 3 つの

区域に集中する傾向がある。しかし 2 号墳や 3号墳下部は調査を実施しておらず、また北の基

壇状遺構内部の．トレンチ内でも嚢棺墓が検出されるなどしたので、本来の分布状況は不明であ

る。南区の住居跡群とともに集落を形成していると考えられる竪穴住居跡も西部において 3基

確認された。南から 7号・ 8号・ 9号住居跡とした。 

以下、発掘調査を実施した遺構について記述する。 

- 14 - 



(1) 轟棺墓（折り込み 2 、 PL. 6) 

2 号墳、 3 号墳側を除く船石周辺に存在する畿棺墓19基を発掘したが、これは船石の性格を

知るためでもあった。19基の嚢棺墓は成人用13基、小児用 6 基に分れる。ほとんどが棺として

嚢と嚢、あるいは鉢と琵を組み合せて内部に空間を保ついわゆる合せ口発棺であるが、16号琵

棺墓だけは板石を蓋として用いるいわゆる石蓋単棺であった。これらはほぼ南北方向に帯状に

分布するが、北部では墓墳同志が切り合う例が少ないのに対し、南部では琵棺までも破壊する

ほど重複して営なまれている。また究棺墓の分布上特に注目すべき点として、墓墳が船石の下

に入り込まないことがあげられる。 

琵棺内部から副葬品などの遺物は発見されず、また人骨についても16号亮棺墓から微細な破

片が出土したのみであった。 

以下、発掘した19基の奮棺墓についてその概要を記すが、発掘した琵棺は調査終了後取り上

げていないので、二次墓墳（横穴・竪穴）は計測できず、いずれも推定値を記すことにした。 

Tab. 3 船石遺跡北区亮棺墓一覧表 

棺
  

喜
」
釆出
 

墓
口
万
 

奮棺形式 
組合せ器種 

（上・下） 

成人・小児

用 の 別 

墓塘 の 規模 
傾 斜 備 	 考 

長さ ×幅×深（m) 
方 	位 

1 接口式 妻・琵 成人用 2.85 Xl. 86X 1.03 N - 16'- E -2' 粘土目張り 2 号・3号と切り合う 

2 接口式 亮・妻 小児用 1.78 Xl. 00 X 0.76 N-49.5'-W 31' 1号と切り合う 

3 接口式 奮・亮 小児用 1.70 Xl. 62 X 0.89 N - 84'- W 26' 粘土目張り 1号と切り合う 

4 接口式 奮・奮 成人用 2.00 Xl. 90 X 0.89 N - 71'- W 4' 粘土目張り 

5 接口式 鉢・琵 成人用 2.18 Xl. 73 X 0.88 N - 57'- W 4.5' 粘土目張り 墓墳内に6号妻棺墓が存在 

6 接口式 妻・喪 小児用 N-61.5'-W 6' 5号と同時埋置か 

7 接口式 鉢・琵 成人用 2.37 Xl. 60 >< 0.64 N - 136'- E 27.5' 

8 接口式 奮・琵 成人用 2.16>< 1.53 Xl, 05 N - 117'-W 12' 粘土目張り 9号より古 

9 接口式 鉢・琵 小児用 1.24 x一 X 0.53 N -120'-W 22' 粘土目張り 8号より新 

10 接口式 奮・琵 小児用 N -173'-W 9' 粘土目張り 11号より古 ―×一×0.68 

11 接口式 鉢・琵 小児用 N - 129'-W 18' 粘土目張り 10号より新・12号より新 ―×一×0.39 

12 接口式 鉢・琵 成人用 1.86 Xl, 65 Xl. 06 N - 127'-W 0' 粘土目張り 11号より古 

13 挿入式 鉢・奮 成人用 N - 112'-W 32' 16号より古 1. 52 X-X0, 98 

14 接口式 鉢・奮 成人用 N 一 122'-W 37' 粘土目張り 16号より古 ―×一×0.51 

15 接口式 琵・奮 成人用 N - 117'- E 24' 16号より古 ―×一×0.79 

16 石蓋単棺 亮 成人用 推定 
2. 02 X 1. 30 X 1. 25 N - 143'-W 44, 粘土目張り 13・14・15・17号より新、人

骨片 

17 接口式 奮・亮 成人用 1.60 Xl, 40 Xl. 03 N-97.5'-E 25' 16号より古 

18 接口式 琵・嚢 成人用 1.74 Xl, 40 X 0.50 N - 110'- E 6' 粘土目張り 

19 接口式 裏・琵 成人用 1.78 Xl, 07 X 0.49 N-25.5'-E 1' 
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1号尭棺墓（Fig. 6) 

船石の北西約1. 6mに位置する成人用亮棺墓である。長さ2. 85m、幅1.86m、深さ1. 03mの平

面隅丸長方形の墓墳の主軸方向に沿って長さ2.15m、幅1. 06m、深さ0. 35mの竪穴を掘り込み

琵棺を埋置する。髭棺は上下ともに大型琵を用いた接口式の複式棺で、接合部には粘土目張り

を施す。傾斜角度は 2。とほぽ水平で、主軸方位はN-16。-。Eである。 2 号・3 号嚢棺墓と墓墳の

一部が切り合う。 

2 号轟棺墓 

1号琵棺墓の西に接して位置する小児用嚢棺墓である。長さ1.78m、幅1. OOm、深さ0.76m 

の平面台形に近い隅丸長方形の墓墳の東壁南隅に長さ0. 98m、幅0. 46m、深さ0. 35m、奥行き 

0. 31mの横穴を掘り込み琵棺を埋置する。琵棺は上下ともに小型嚢を用いた接口式の複式棺で

ある。傾斜角度は31。で、主軸方位はN-49 . 5。Wである。1号琵棺墓と墓墳の一部が切り合う。 

3 号髭棺墓（Fig. 6) 

1号発棺墓の西に接して、2 号畿棺墓と並列して存在する小児用琵棺墓である。長さ1.70m, 

幅1. 62m、深さ0.89mの平面正方形に近い隅丸長方形の墓墳の東壁中央に長さQ.93m、幅0.59 

m、深さ0. 26m、奥行0. 28mの横穴を掘り込み奮棺を埋置する。琵棺は上下ともに小型嚢を用

いた接口式の複式棺で、下奮口縁部周辺から上奮を包み込むように粘土目張りを施す。傾斜角

度は26。で、主軸方位はN-84。-。 Wである。 1号琵棺墓と墓墳の一部が切り合う。 

4 号審棺墓 

船石の北西約3.5m、 3 号琵棺墓の西に接して存在する成人用発棺墓である。長さ2.00m、幅 

1. 90m、深さ0. 89mの平面正方形に近い墓壇の東壁中央やや北寄りに長さ1. 68m、幅0.86m.. 

深さ0.40m、奥行き0. 43mの横穴を掘り込み奮棺を埋置する。琵棺は上下ともに大型奮を用い

た接口式の複式棺で、接合部には粘土目張りを施す。傾斜角度は4。と水平に近く、主軸方位はN 

一71。Wである。 3 号奮棺墓と墓墳の一部が切り合う。幾棺は土圧により崩壊している。 

5 号尭棺墓（Fig. 6 PL.6) 

船石の西方約0. 6mに位置する成人用琵棺墓である。長さ2.18m、幅1. 73m、深さ0.88mの平

面隅丸長方形の墓墳の東壁南隅に長さ1.81m、幅1. Olm、深さ0. 36m、奥行き0.54mの横穴を

掘り込み琵棺を埋置する。嚢棺は大型奮（下）と大型鉢（上）を用いた接口式の複式棺で、接

合部には粘土目張りを施す。傾斜角度は4.5。と水平に近く、主軸方位はN-57。ーwである。墓墳

内に 6 号亮棺墓（小児棺）が存在する。 

6 号琵棺墓（Fig. 6. PL. 6) 

5 号嚢棺墓の墓墳内に存在する小児用奮棺墓である。発掘された他の 5 基の小児用琵棺が比

較的大きな墓墳に埋置されていることや、 5 号奮棺墓の墓墳に乱れがないことなどから、 5 号

琵棺と同時に埋置された可能性が濃い。奮棺は上下ともに小型嚢を用いた接口式の複式棺であ 
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Fig. 6 船石遺跡北区琵棺墓実測図 
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る。傾斜角度は 6 。と水平に近く、主軸方位はN-61 . 5。-。Wである。 

7 号妻棺墓 

船石の西方約2. 3mに位置する成人用琵棺墓である。長さ2. 37m、幅1. 60m、深さ0. 64mの平

面隅丸長方形の墓墳の西壁中央に長さ1.32m、幅0.92m、深さ0. 63m、奥行き0. 37mの横穴を 

掘り込み奮棺を埋置する。妻棺は大型究（下）と大型鉢（上）を用いた接口式の複式棺である。 

傾斜角度は27.5。で、主軸方位はN-136。-。Eである。8 号奮棺墓と墓墳の一部が切り合う。奮棺は

土圧により崩壊している。 

8 号琵棺墓 

船石の西方約1. Omに位置する成人用琵棺墓である。長さ2.16m、幅1. 53m、深さ1.05mの平

面長方形の墓墳の北東壁中央に長さ2.18m、幅0. 91m、深さ0.45m、奥行き0.83mの横穴を掘

り込み奮棺を埋置する。琵棺は上下ともに大型嚢を用いた接口式の複式棺で、接合部には粘土

目張りを施す。傾斜角度は12。と水平に近く、主軸方位はN-11r-Wである。墓墳の上部を 9 号 

嚢棺墓により切られる。 

9 号琵棺墓 

8 号奮棺墓の墓墳を切って埋置された小児用琵棺墓である。長さ1.24m、深さ0. 53mの平面

隅丸長方形と考えられる墓墳の北東壁に深さ0. 20m、奥行き0.24mの横穴を掘り込み嚢棺を埋

置する。嚢棺は中型奮（下）と口縁部を打ち欠いた大型鉢（上）を用いた覆口式の複式棺で、 

接合部には粘土目張りを施す。傾斜角度は22。で、主軸方位はN-120。--Wである。琵棺は土圧に

より崩壊している。 

10号轟棺墓 

船石の南西約2. 3mに位置する小児用琵棺墓である。墓墳の規模は不明である。発棺は上下と

もに小型嚢を用いた接口式の複式棺で、接合部には粘土目張りを施す。傾斜角度は9。と水平に近

く、主軸方位はN-173。-。Wである。嚢棺は土圧により、また11号琵棺埋置の際の掘り込みにより

崩壊している。 

11号究棺墓 

船石の南西約1. 4mに位置する小児用琵棺墓であり、10号喪棺および12号嚢棺墓の墓塘の一部

を破壊して埋置さ・れている。墓墳の規模は不明である。琵棺は中型奮（下）と小型鉢（上）を

用いた接口式の複式棺で、接合部には粘土目張りを施す。傾斜角度は18。で、主軸方位はN-129。 

wである。 

12号舞棺墓 

船石の南西に接して存在する成人用嚢棺墓である。長さ1. 86m、幅1. 65m、深さ1.06mの平

面長方形の墓墳の北東壁に長さ1. 54m、幅0.88m、深さ0. 36m、奥行き0.48mの横穴を掘り込

み妻棺を埋置する。奮棺は大型発（下）と大型鉢（上）を用いた接口式の複式棺で、接合部に 
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は粘土目張りを施す。傾斜角度は水平で、主軸方位はN-12r-Wである。11号嚢棺墓により墓墳

を切られる。奮棺は土圧により崩壊している。 

13号轟棺墓 

船石の南西に接して存在する成人用嚢棺墓である。長さ1.52m、深さ0.98mの平面隅丸長方

形と考えられる墓墳の北東壁北西隅に長さ1.45m、深さ0.42m、奥行き0.5omの横穴を掘り込

み亮棺を埋置する。亮棺は大型琵（下）と大型鉢（上）を用いた挿入式の複式棺で、接合部に

は粘土目張りを施す。傾斜角度は32。で、主軸方位はN-112。-。Wである。16号琵棺墓により墓墳

を切られる。 

14号舞棺墓 

船石の南西約2. Omに位置する成人用嚢棺墓である。墓墳は南東側で一部壁が検出されたのみ 

（深さ0'5lm）で全体の規模は不明である。北東壁に長さ1.4gmの横穴を掘り込み奮棺を埋置

したものと考えられる。亮棺は大型琵（下）と大型鉢（上）を用いた接口式の複式棺である。 

傾斜角度は37。とつよく、主軸方位はN-122。-。Wであ る。16号嚢棺墓により墓墳が切られている。 

亮棺は土圧により崩壊している。 

15号嚢棺墓 

船石の南西に接して存在する成人用奮棺墓である。墓壇は北東側で一部壁が検出されたのみ 

（深さ0.7gm）で全体の規模は不明である。琵棺は上下ともに大型琵を用いた接口式の複式棺

である。傾斜角度は24。で、主軸方位はN-llr-Eである。16号窪棺墓により嚢棺までがひどく破

壊されている。 

16号賓棺墓（Fig. 6) 

船石の南西約0. 8mに位置する成人用琵棺墓で、発掘した琵棺墓19基の中でただ一基の石蓋単

棺であり、時期的にも最も新しいものである。長さ2.02m、推定幅1.30m、深さ1. 25mの平面 

隅丸長方形と考えられる墓墳の北東壁に長さ1.12m、幅0. 98m、深さ0. 53m、奥行き0.37mの

横穴を掘り込み嚢棺を埋置する。琵棺には大型嚢を用い、蓋として長さ0.86m、幅がそれぞれ 

0.54m、 0.35mの台形を呈した厚さ3.5cmの玄武岩系の板石を用いており、接合部には粘土目張

りを施す。傾斜角度は44。とつよく、主軸方位はN1143。-。Wであ る。13号・14号・15号・17号嚢

棺墓を切って営まれている。棺内から微細な人骨片が出土した。 

17号琵棺墓 

船石の南約1.3mに位置する成人用奮棺墓である。長さ1. 60m、幅1.40m、深さ1.03mの平面

正方形に近い長方形の墓墳の南西隅に推定奥行き0.70mの横穴を掘り込み奮棺を埋置したもの 

と考えられる。奮棺は上下ともに大型琵を用いた接口式の複式棺である。傾斜角度は25。で主軸

方位はN-97. 5。-。Eである。16号嚢棺墓により墓墳の一部が切られる。土圧により琵棺は崩壊して

いる。 
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Fig. 7 船石遺跡 
1号石墓（亀石）実測図 

18号亮棺墓 

船石の北西約6.omに位置する

成人用琵棺墓である。長さ1. 74m、 

幅L4om、深さ0. 5Qmの平面隅丸

長方形の墓墳の北西壁南西寄りに

横穴を掘り込み嚢棺を埋置してい

る。琵棺は上下ともに大型琵を用

いた接口式の複式棺で、接合部に

は粘土目張りを施す。傾斜角度は 

6。と水平に近く、主軸方位はN-11O。 

Eである。土圧により嚢棺は崩壊

している。 

19号亮棺墓 

18号嚢棺墓の北東に接して存在

する成人用奮棺墓である。長さL78 

m、幅1. 07m、深さ0.49mの平面

楕円形の墓墳に裏棺を埋置する。 

妻棺は上下ともに大型嚢を用いた

接口式の複式棺である。傾斜角度

は1。とほぼ水平で、主軸方位はN 

25.5。ーEである。 

(2） 支石墓 

支石墓としては、1号支石墓（亀

石）と 2号支石墓（船石）が存在

する。他に 3号墳東側周溝付近に

位置する長さ約3. Om、幅約1.3m、 

推定厚0. 5mの大石も支石墓の可

能性がある。 

1号支石墓（亀石）(Fig. 7, PL. 

7) 

船石の東北東に約1.2mの間隔

を保って通称亀石が存在する。こ

の位置は後に述べる 2号墳（円墳） 
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の墳丘内部にあたるところである。 

上部施設としては、下部琵棺墓墳の掘り込み際に長さ0.35m-,--1.00mの花闘岩の河原石10個

が平面コの字形に配置され、上石として長さ2. 46m、幅1. 82m、厚さ0.72mの亀甲形を呈する

花闇岩の大石（亀石）が置かれている。なおこの亀石の上部には、後世この石を割ろうとしたの

か深さ数millの溝と 2 カ所に矢跡が遺存している。 

下部は推定長2.23m、推定幅1.64m、深さ1. 34mの平面楕円形に近い隅丸長方形の墓墳の東

壁に長さ1.72m、幅0.97m、深さ0. 66m、奥行き0.18mの横穴を掘り込み成人用菱棺を埋置す

る。奮棺は上下ともに大型奮を用いた接口式の複式棺で、接合部には粘土目張りを施す。傾斜

角度は26。で、主軸方位は亀石の長軸方位とほぼ同じN-72.5-Wである。 

なお上嚢の体部下位は、おそらく上部施設の支石のーつと考えられる長さ0.59mの河原石で

破壊されているが、このことは嚢棺墓墳の南壁に後世の掘り込みがあることと深く関係するも

のと考えられる。亮棺内部には堅く締った土が充満していた。 

この一号支石墓は松尾禎作による調査の際は確認または注意されていないものである。 

2号支石墓（船石）(Fig. 8・9,. PL5・8・9) 	 L=24.500m 

船石天神宮拝

殿の北方約4.0 

mの位置に通~~ 

る。 

船石は長さ 

5.41m. M3.12 

m、厚さ1.12m 

の舟形をなす花

闇岩の巨石であ

る。上面は北西

舶先側で反り上

がり、底面も舶 

先側で舟底形と グ 	 z 	乙シ zノ 

なり、船石と呼 

ぶにふさわしい 、~ 

形態であるが、 ~ 

全体的には南へ moo9‘配＝1 

傾いている。舶 	 Fig.8 船石遺跡 2 号支石墓（船石）実測図 Fig. 8 船石遺跡 2 号支石墓（船石）実測図 
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先の下部および南西部、東南部

下部の 3 カ所を、北東方向にひ

らくコ字形に似た位置で花闘岩

の大石が支えている。舶先側の

石は長さ1. 33m、厚さ0. 35m. 

高さ0.66m以上、南西部の石は

長さ1.32m、厚さ0.46m、高さ 

0. 56m以上、南東部の石は長さ 

1. 50m、厚さ0. 74m、高さ0.30 

m以上といずれも大きな石であ

る。これらの支石は、下部を調

査しなければ不明である南東側

支石を除く 2個の支石は横位置

に立てられている。 

船石の下部では表土を除去し

たところで、南東側支石の北西

約1. 2mを中心として径約1.5m 

の範囲内で、中世の土師器の墳

や小皿が約千点検出された。後

に述べる下部の竪穴の北東側掘

り込み際に特に集中する。これ

らは当時の地表面と船石底面と

の空間に置かれたか投げ入れら 
3m 

れたものらしい。巨石船石を信

仰の対象とした祭肥行為の痕跡

かと考えられる。 

さらにこの土師器群を取り除

いたところで巨大な竪穴が検出 

された。上面は南北2.20m、東 
0 

西1. 89mの平面円形に近い楕円 

形の掘り込みで、 3個の支石に

あたらない位置に設けられてい

る。調査は危険を避けるため南 

u1000CZ=1 
Fig. 9 船石遺跡 2号支石墓下部堅穴実測図 
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側を残して進めたので、この竪穴の全体の構造・規模は明確にすることができなかったが、深

さ2. 30m付近で東西に3. 57mといわゆる袋状に最も広がり、南北方向へは上面から広がらない

ようである。最も広くなるところでは東側で平坦面となり、西側では横穴状になる。この東側

平坦面には北寄りの部分に径O.45m-0.55m、深さ約0. 5mの平面円形の小穴が存在する。この

巨大な竪穴は最下部までの深さは3. 30mであるが、最下部には長さ1. 36m、幅0.86m、深さ0.20 

mの平面隅丸長方形の墳があり、この墳の床面東寄りにはさらに長さ0.40m、幅0.22m、深さ 

0. 14mの平面楕円形の掘り込みがある。 

竪穴の内部には埋土に混って、深さ0.3m-2.5mの範囲に10cm大から60cm大の花闇岩の河原

石が約60個存在した。これらは分布状態から、意識的に配置されたものとは考え難い。埋土か 

らは弥生土器片や石器などを出土したが、深さ1. 21T1と2. lmの位置からはそれぞれ鉄鎌と大型

琵棺片を出土した。埋土は上位では上ぶくらみのレンズ状にセメント状の堅く締った灰色砂質

土と暗黒褐色土が交互に10層程度堆積しており、下位では水平に砂質土や砂が堆積していた。 

土層の堆積状態から、この堅穴は自然に埋没したものではなく、特に上位においては堅く締め

ながら丁寧に土を埋めたものと考えられる。 

この 2号支石墓は松尾禎作の調査の際の 2号（支石墓）である。 

(3） 古 墳 

古墳としては 1号墳（鼻血石）、 2号墳、 3号墳が存在する。 

1号墳（鼻血石）(Fig. 10、 PL. 5・10・11) 

天神宮の神殿と拝殿との境の北側に接して存在する通称鼻血石を天井石とする石室が1号墳

の主体部である。周溝や墳丘などは確認できなかった。 

石室は長方形に近い狭長な平面形をなす竪穴系横口式石室である。石室の規模は床面で長さ 

1. 98mであるが、幅は奥壁側で0.72m、横口部側では0. 60mと狭くなるが、石室中央部付近で

幅0.85mと最も広い。床面から天井石までの高さは中央部で0.61m、奥壁部分で0. 65mである。 

石室の主軸方位はN-76. 5。-。Wで、ほぽ西側に横口部を設けている。 

壁体は長側壁、奥壁とも花崩岩の塊石を主に用いているが、石室内面で面を揃え、 4 段ない

し 5段にわたって平積みし、間隙には玄武岩系の板石を埋め込んでいる。塊石は長さ30cm-50 

cm程度のものを多く用いるが南側壁最下段には長さ70cm以上の石を 2個用いている。天井部は

長さ3.16m、幅1. 68m、厚さ0.54mの大きな一枚石を架構する。この大石が乗れば鼻血が出る

と伝えられる通称鼻血石であり、松尾禎作の1号（支石墓）である。天井石は下部石室との間

隙が大きいことや、石室に対して位置がややズレていることなどから以前多少動かされていた

ものと考えられる。 

横口部は、北側に大きめの、南側に小さめの塊石を立て袖石としている。袖石に挟まれた横

口の幅は床面で35cmである。横口部は大きめの塊石 3個を主体とした20数個の塊石で閉塞され 
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Fig. 10 船石遺跡1号墳（鼻血石）石室実測図 
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Fig. 11 船石遺跡 2 号墳・ 3 号墳実測図 

ている。 

石室内には奥壁部と北側壁中央の床面に 3 枚の板石を敷くが、奥壁側の 2 枚は、下部に埋置

されている嚢棺にあいた穴を塞いでいる。副葬品としては南側壁床面に錯を向けた蛇行状鉄剣

が奥壁中央に立てかけられた状態で出土した。他に遺物は皆無である。 

2 号墳（Fig. 11・12・13 FL. 12・13) 

北区の南端ほぼ中央に位置する横穴式石室を内部主体とする径約12m、高さ2. 5mの円墳であ

る。墳丘の南側は天神宮境内となっており削平されているが、この部分にも周溝が遺存してい

る。 2 号墳は墳丘測量ならびに石室内部と北東側周溝についての発掘を実施した。 

周溝は最大幅3. 6m、深さ 

0. 45mの緩やかに傾斜する 

U字形の掘り込みである。 	 イ 

北では 3 号墳周溝で切られ、 

南側では境内を巡り船石の 

南で終っているようである。 
	 3号墳 

玄門付近の土層から察する

と墳丘は細かく丁寧な積み

上げを行っているようであ

る。 

石室は長方形の狭長な平

面形をなす古式の横穴式石

室で、亀石や船石を意識し

たのか墳丘中央から北東に

著しく寄って設けられてい

る。盗掘の痕跡は全くない。 

玄室の床面での規模は長さ 

2. 75m、幅1.48m-1 . 58m、 

高さ1.52m'--1.67m であ

る。主軸方位はN-49。-。Wで、 

北西側に開口する。側壁は

北東側には長さ2. 75m以

上、高さ1.70m以上の花闇

岩の1枚石を用いているが、 

上部が内側へせり出してい 
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L= 23.200m 

L= 23.300m 

  

L= 23.800m 

   

  

L= 23.000m  

   

I．茶褐色土（軟）層 

IT．暗黒褐色土層（黒色に近い） 

III．漆黒色土層 

N．灰褐色土層 

V. Iよりやや暗い 

VI．暗灰褐色土層 

町．黄褐色土層 

皿.暗黒褐色土層（カタイ） 

α.灰黒色土層 

x．カメ棺墓埋土 

亙．黄褐色粘質土層 

n．灰茶褐色粘質土層 

h 

Fig. 12 船石遺跡 2号墳・ 3号墳周溝土層断面図 

る。奥壁と南西側壁にはそれぞれ1個の花崩岩の腰石を裾え、上に花崩岩の塊石を平積みする。 

塊石の中には片岩系の石も少数含まれる。南西側壁は長さ2.40m以上、高さ1. 0m以上の一枚石

の腰石の上に長さlOcm-130cmの 塊石を不規則気味に積み上げるが、奥壁は長さ1.25m、高さ0.7 

m以上の腰石の上に長さ10cm-50cmの塊石を 7段程度比較的整然と積み上げている。天井部に

は 3枚の石を架構するが、両長側壁に約20cmの高低差があり南へ傾いている。 

玄門は両側に長さ約1.3mの柱状の石を床面に立て両袖石とするが、北東側袖石は玄室内へ倒

れている。この両袖石の間隔は約0. 85mであったと考えられるが、この間には権石がある。権

石上面から天井までの高さは1.lOmで、権石上面と玄室床面との高低差は約0.3mである。前庭部

両側壁は、平積みされた塊石により両壁をなすものとみられるが、下位には塊石は存在しない。前

庭部から玄室にかけての上部には 2枚の天井石が存在する。閉塞は玄門前面に長さ J七9m、幅0.7 

m、厚さ23cmの塊石を横位置に立てかけ、さらに前庭部の天井石周辺を約40個の塊石で塞いて 

一 26 ー 



ミ
。
。
め
．m
NH
]
 

L =23.500m 

ノ 

Zm 

Fig. 13 船石遺跡 2号墳石室実測図 
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副葬品としては玄室床面北寄りから蛇行状鉄矛と鉄鉄、南隅から刀子、中央北東寄りから螺

施状鉄棒片が集中して出土したが、弥生時代の磨製石斧片も混って出土した。また閉塞部上部

から須恵器高杯が、周溝内からは鉄斧や須恵器が出土した。 

3号墳（Fig. 11・12・14、 PL. 14) 

北区のほぽ中央部に位置する横穴式石室を内部主体とする径約9mの円墳である。戦後の開

墾により破壊されたことが判明している古墳である。墳丘や石室上部はこの開墾によりすべて

削平されており、石室に用いられたと考えられる塊石は玄室内へ崩れ落ちていたり、船石北側 

0 	 2m 

Fig. 14 船石遺跡 3号墳石室実測図 
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に集められたりしていた。 

周溝は平面馬蹄形に巡っており最大幅3. Om、深さが最大0.56mの緩やかに傾斜する断面U字

形の掘り込みである。 

石室はいわゆる平面羽子板形をなす古式の横穴式石室で、長さ3. 65m、奥壁側での幅2.55m.. 

玄門側での幅2. OOmの平面台形の竪穴の内部に構築されている。石室の規模は床面で長さ2.05 

mであるが幅は奥壁側で1. 57m、玄門側で1. 30mとやや狭くなる。主軸方位はN-43ぷ wで、 

北西側に開口する。壁体は 3方ともに花崩岩の1枚石が腰石として用いられている。北東側壁

には長さ約2.80m、高さ1. 20m以上の、奥壁には長さ約1.60m、高さ0.9om以上の、南西側壁

には長さ2. 23m、高さ1. 05m以上の大きな平石がそれぞれ用いられている。 

玄門は両袖に長さ1. 20m以上と1.4om以上の柱状の石を床面から立てて両袖石とする。袖石

間の間隔は床面で約0. 40m、上位で0. 50mとなり、床には権石がある。権石上面から南西側袖

石上端までの高さは0. 60m.. 権石上面と玄室床面との高低差は約20cmである。前庭両側壁のう

ち北西壁は長さ15cm---45cmの塊石が比較的整然と平積みされているが南西壁側の積み石は乱れ

ている。閉塞は両袖石の間の権石上に 3個の塊石を平積みして行われている。なお玄室内面に

は紅柄と思われる赤色顔料が塗布されている。 

副葬品としては玄室中央部南東寄りで、鈍を西北西に向けた鉄剣が、床面から約 5 cm浮いた

状態で出土した。他に玄室内埋土に混って鉄鉄の茎部片、須恵器の醜や壷が、北東部周溝内か

ら須恵器の杯や高杯、鉄製刀子が、前庭部前面から土師器の杯が出土した。 

(4） 基壇状遺構（Fig. 15・16・17 PL. 15) 

北区の北端ほぼ中央に北西から南東に約32m、北東から南西方向に約17mの平面楕円形に近

い長方形をなし、高さ約2mの墳丘状の高まり（標高25. 8m）が存在する。 

南側裾部に 5 カ所（南東から1号・2 号・3 号・4 号・5号）、丘中央部から北東へ（ 6 号）・

南東へ（ 7号）の計 7カ所のトレンチを設定して調査した。これらのうち 2号、 3 号・ 4号・ 

5号トレンチでは石列が出土した。この石列はN-62。-。W方向に一列に並ぶ一連のもので、2 号

トレンチ東部（この付近の石列には乱れがある）から西は 5号トレンチの石列西端から直角に

北方向へ続く。北への続きはボーリング調査により 6mまでは確認した。 

石列は主に長さ20cm-'30cm前後の花闇岩の塊石を 2---3段平積みした部分が多く、南側に側

面を揃え、大まか標高25.2mの高さから上に積んでいる。 3号トレンチには倒れかかった長さ 

1.Om、幅0. 42mの大石が存在するが、この付近では石積みが厚く丁寧なつくりとなっている。 

石列に囲まれた内部は、標高約25mの高さで地山を整形し（ 7号トレンチではこの高さで嚢

棺を削平している）、盛土を行ったらしい。3号トレンチ東壁の土層をみると、石列の内側は版

築状に丁寧に土を積み上げており、外側には溝状の部分も存在する。 

先の倒れかかった大石付近の位置から石列方向と直角方向の南南西24mの位置には船石が、 
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Fig. 15 船石遺跡基壇状遺構実測図 
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31mの位置には

鼻血石が存在し

ており、これら

巨石との関連も

考えられる。ち

なみに船石の直

線的な北側縁の

方位も、石列方

向と全く一致し

ている。 

遺物としては

盛土の下部から

弥生時代中期の

発棺片多数、上

部から須恵器大

琵片1が出土し 

た。 



 

L =25.400m 

    

L=24.800m 

     

 

5号トレンチ北壁 

   

 

5号トレンチ 4 号トレンチ 

\ 
3号トレンチ 

    

Fig. 16 船石遺跡基壇状遺構石列実測図 マ  
L =25.800m 

7号トレンチ南壁（西半部） 

25.000m 

7号トレンチ南壁（東半部） 

I．表土 

II．茶褐色土層 

III．茶褐色土＋黄色粘質土小塊混 

N．暗褐色土層 

V．黄褐色砂質土層 
VI．黒色土層 
VII．暗茶褐色土層 
皿．茶色土層 

α．茶色砂混土層 

x.W（やや砂質） 
XI. V（小磯混り） 

XII. II（やや砂質） 

m．黄褐色粘質土層 
w．暗黒褐色土層 XXI.M（やや褐色気味） 
XV．黄灰色砂層 XXXII．黄褐色土層 
XVI. 町（カタイ） XXIII. 暗灰褐色土層 
X町．黒褐色土層 XXIV. 町＋黄褐色粘土ブロック混 
XVIII．黄茶色粗砂層 XX.v．黄茶色土層 
XIX‘黒茶色土層 XXM.II＋黄灰色粘土ブロック混 
XX. VI（軟） 	XXVII. XVII（軟） 

9 	 号 m 

Fig. 17 船石遺跡基壇状遺構土層断面図 
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2．遺 物 

北区の遺物としては嚢棺墓や支石墓の埋葬主体として用いられた弥生土器、船石直下出土の

中世土師器、船石下部竪穴内出土の弥生土器・石器・鉄器、古墳出土の土師器・須恵器・鉄器

などがある。 

(1) 猫 	棺（埋葬に用いられた土器）(Fig. 18・19 Tab. 4 PL. 16) 

発掘した19基の琵棺墓と1号支石墓から出土した39個体分の弥生土器がある。支石墓下の奮

棺以外は取り上げていないので細かな観察はできない。 

(i）大型護 22個体出土した。 

大型舞A 砲弾形の器体に、小さな断面T字形口縁がつくもので、器体上位が直立するもの 

(Aa・・・ 4号上・下、15号上・下、18号上・下、19号下）と内傾するもの（Ab… 17号上・下、19 

号上）に分かれる。いずれも胴部に細かな断面三角形突帯が1条または 2条つくが、口縁部下

にはつかない。器高は小さな19号を除けば79cm-87cm、口縁の幅4.3cm----5.6cm0 

大型発B 砲弾形の器体に、内側への張り出しがつよく大きな断面T字形突帯がつくもので、 

すべて胴部に 2条の断面三角形突帯がっく。突帯は約半数の割合いで大きめのものと細かめの

ものに分れる。器高は91cm'- 107cm と大形であり、口縁部の幅も6.2cnr-8cmと大きくなる。口縁

部下に突帯がつかないもの（Ba・・・ 1号上・下、 8号上・下、13号下、14号下）と 2条の細かめ

の断面三角形突帯がっくもの（Bb…12号下）に分れる。 1号支石墓の発棺は上下ともこの大型

亮Baである。上琵は器高90.0cm、口外径72. 4cm、下発は器高99.2cm、口径73.8cmで、内外面と

もナデ調整。 

大型尭C 上位がやや内傾する砲弾形の器体に、内側への張り出しが厚くつよいが、外側へ

の張り出しも厚い断面T字形口縁がつくもの（ 5号下）である。口縁上面は外側への傾斜がつ

よい。胴部に大きめの断面三角形突帯が 2条っく。器高は110cm と大型である。 

大型尭D 大型琵Bと似た器体に、内外への張り出しがつよい断面T字形口縁がつき、口縁

部下に1条、胴部に 2条の大きめの断面三角形突帯がつくもの（ 7号下）である。器高98cm6 

大型奮E 裁頭卵形の器体に、厚めの断面逆L字形口縁がつき、口縁部下に幅広い断面三角

形突帯が1条、胴部に断面コ字形突帯が 2条っくもの（16号）である。器高93cm0 

(ii） 中型尭 2個体出土した。 

中型奮A 裁頭卵形の器体に、内側への張り出しがつよい断面T字形口縁がつくが、外側へ

の張り出しが細かで、胴部につく 2条の断面三角形突帯も細かなもの（ 9号下）である。器高 

62cmで、小児用の奮棺として利用されたものと考えられる。 

中型尭B 中型奮Aと似た器体につく断面T字形口縁は外側への張り出しも大きく、胴部に 
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Fig. 18 船石遺跡北区出土琵棺口縁部実測図 
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1 	 0 
	

50cm 

Fig. 19 船石遺跡1号支石墓喪棺実測図（li下琵、2;上琵） 

つく 2条の断面三角形突帯も大きめなもの（11号下）である。器高62cmで、小児用の嚢棺とし

て利用されたものと考えられる。 

岡 小型亮 8個体出土した。 

小型琵A 砲弾形の器体に、断面逆L字形口縁がっき、口縁部下に断面三角形突帯がっくも

のである。突帯が1条のもの（Aa… 2号上・下、 3号上・下）と 2条のもの（Ab.110号上・下） 

に分れる。器高は42cm-48cm0 

小型尭B いちじく形の器体に断面逆L字形口縁がつき、その下に大きめの断面三角形突帯

が1条っくもの（6号上・下）である。口縁上面はわずかに曲面となり外側へやや垂れる。器

高46cnr'-47cm0 

(Iv）大型鉢 6個体出土した。 

大型鉢A 鉢形の器体に、内側への張り出しがっよい断面T字形口縁がつくものである。口

縁部下に突帯がっかないもの（Aa…12号上）と、断面三角形突帯が1条っくもの（Ab・・・ 13号上）、 

2 条っくもの（Ac・・・ 14号上）に分れる。器高はそれぞれ57cm、 49cm、 57cmである。 

大型鉢B 鉢形の器体に、外側への張り出しも強い断面T字形口縁がつき、口縁部下に大き

な断面三角形突帯が 2条っくもの（7号上）である。器高40cm0 

大型鉢C 笠形の浅い器体に、外側への張り出しがつよい断面T字形口縁がつき、突帯はつ

かないもの（5号上）である。器高28cm0 
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Tab. 4 船石遺跡北区出土琵棺一覧表 
	

（単位：cm) 

窪」
番
 
棺
 

墓
口
万
 

上・下 器種 器高 口外径 器体の形態 口縁部の断面形態 突 	 帯 

1
  

上 大型裏 91 67 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に断面三角形突帯 2条 

下 大型嚢 92 67 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に断面三角形突帯 2条 

n
ノ
］
  

上 小型奮 42 34 砲弾形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯1条 

下 小型琵 42 34 砲弾形 逆L字形 ロ縁部下に断面三角形突帯1条 

3
  

上 小型裏 46 37 砲弾形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯1条 

下 小型妻 48 39 砲弾形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯1条 

4
'
 
 

上 大型妻 81 砲弾形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 胴部に細かい断面三角形突帯 2条 

下 大型妻 83 砲弾形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 胴部に細かい断面三角形突帯 2 条 

5
  

上 大型鉢 28 73 笠 	形 T字形 無 

下 大型亮 110 75 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に断面三角形突帯 2条 

6
  

上 小型奮 46 37 いちじく形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯1条 

下 小型奮 47 39 いちじく形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯1条 

7
  

上 大型鉢 40 73 鉢 	形 T字形 口縁部下に断面三角形突帯 2条 

下 大型嚢 98 76 砲弾形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 
口縁部下に断面三角形突帯1条、胴部に断
面三角形突帯 2条 

8
  

上 大型琵 97 68 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に断面三角形突帯 2条 

下 大型琵 96 70 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に断面三角形突帯 2条 

。
J
  

上 大型鉢 鉢 	形 

下 中型奮 62 48 裁頭卵形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

10 
上 小型妻 44 39 砲弾形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯 2条 

下 小型琵 47 40 砲弾形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯 2条 

11 
上 小型鉢 23 42 鉢 	形 逆L字形 口縁部下に断面三角形突帯1条 

下 中型裏 62 45 裁頭卵形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 胴部に断面三角形突帯 2条 

12 
上 大型鉢 57 66 鉢 	形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 無 

下 大型裏 92 73 砲弾形 T字形（内側への張り出しが厚く大きい） 
口縁部下と胴部に細かな断面三角形突帯
をそれぞれ 2条 

13 
上 大型鉢 49 鉢 	形 T字形（内側への張り出しが厚く大きしュ） 口縁部下に断面三角形突帯1条 

下 大型琵 98 75 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

14 
上 大型鉢 57 71 鉢 	形 T字形（内側への張り出しが大きい） 口縁部下に断面三角形突帯 2条 

下 大型裏 107 70 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

15 
上 大型裏 85 62 砲弾形 T字形（内外への張り出しが小さい） 胴部に細かな断面三角形突帯1条 

下 大型奮 87 66 砲弾形 T字形（内外への張り出しカ切、さい） 胴部に細かな断面三角形突帯 2 条 

16 単 大型聾 93 56 裁頭卵形 く字形（厚い） 
口縁部下に幅広の断面三角形突帯1条、胴
部に断面コ字形突帯 2条 

17 
上 大型妻 82 59 砲弾形 T字形（内側への張り出しが大きい〕 胴部に断面三角形突帯1条 

下 大型琵 84 61 砲弾形 T字形（内側への張り出しが厚く大きしュ） 胴部に断面三角形突帯1条 

18 
上 大型裏 87 63 砲弾形 T字形（内外への張り出しカ外さく内側カ淳い） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

下 大型聾 79 65 砲弾形 T字形（内外への張り出しカ,Jsさく内側カ導い） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

19 
上 大型琵 63 56 砲弾形 T字形（内外への張り出し力外さく外側カ導い） 胴部に細かな断面三角形突帯1条 

下 大型奮 72 52 砲弾形 T字形（内外への張り出しカ外さく外1助導い） 胴部に細かな断面三角形突帯1条 
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文
 
口
万

墓
 

石
  

上 大型琵 90.0 72.4 砲弾形 T字形（内側への張り出しが強い） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

下 大型琵 99.2 73.8 砲弾形 T字形（内側への張り出しが強い） 胴部に細かな断面三角形突帯 2条 

※ 1号支石墓の裏棺以外は調査後取り上げていないので、法量は現地で計測した値であり必ずしも正確では 
ない。 
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Fig. 21 船石下部竪穴出土

石斧実測図 
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(v）小型鉢 1個体出土した。 

小型鉢A 鉢形の器体に、断面逆L字形口縁がつき、口縁部下に一条の断面三角形突帯がつ

くもの（11号上）である。器高23cm0 

(2） 船石下竪穴内出土遺物 

船石下の巨大な竪穴からは、埋土や塊石に混って弥生土器と石器・鉄器が出土した。 

(i） 弥生土器（Fig. 22) 琵と支脚が出土した。 

1---4・6 は亮である。1は琵の口縁部で、体部上位をわずかに外反させたいわゆる如意形

口縁をなす。胎土は暗褐色で砂粒を含む。 2 は発の口縁部で、内傾する体部に細かな断面逆L 

字形口縁がつく。復元口外径21.0cm。胎土は暗黄褐色で砂粒を含む。 3 は琵の口縁部で、断面

逆L字形口縁をなす。胎土は暗褐色で砂粒を含む。 6 は大型奮で、奮棺の破片と考えられる。 

やや内傾する体部に内外を面取りした断面逆L字形口縁がつくもので、口縁部下に、細く高い

断面三角形突帯がつく。内外面ハケメ調整。胎土は内面黄褐色、外面暗褐色で砂粒を含む。 5 

は支脚の脚部である。胎土は黄褐色で砂粒を多く含む。 

(ii）石器（Fig. 21、 PL. 16) 

扇平片刃石斧である。現存長6.5cm、中央部で幅3.0cm、厚さ0.6cm。泥岩製かと思われる。・ 

(i）鉄器（Fig. 20 PL.16) 

鉄鎌である。刃先を欠く。長方形に近いがやや先細りの鉄板の

基部を刃部とほぽ直角に折り曲げている。刃はほぽ直刃となる。 

現存長13. 6cm、基部付近で最大幅3.2cm、厚さ3.5cm0 

~ 	 一一 

こ 
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' 

Fig. 20 船石下部竪穴出土鉄鎌実測図 
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Fig. 22 船石下部竪穴出土弥生土器実測図 
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(3） 古墳出土遺物 

1号墳では石室内から鉄剣1が、 2 号墳では石室内から鉄矛を含む鉄器、周溝その他から須

恵器・鉄器が、 3 号墳では石室内から鉄剣・須恵器、周溝その他から土師器・須恵器・鉄器な

どを出土した。また 2号墳石室内には弥生時代の磨製石斧も遺存していた。 

以下、遺物の種類別に記述する。 

(i） 土師器（Fig. 23 PL. 18) 

17-19は 3号墳の前庭部前面付近出土。すべて杯である。17は内湾しながら垂直に立ち上る体

部の上端を丸くおさめただけで口縁としている。内面ナデ調整であるが、外面にはヘラケズリ

の後ヘラミガキを施しているようである。口径15. 2cm、器高6.0cm。胎土は黄褐色で砂粒を含む。 

18はひらき気味の体部の上位を外反させ口縁としている。内面ナデ調整、外面にはヘラミガキ

状の痕跡が残る。口径15. 9cm、現存高4.3cm。胎土は明褐色で砂粒を含む。19は内湾しながら上

位で器壁が肥厚しながら立ち上る体部上端を丸くおさめて口縁としている。内面、外面下位は

ナデ、外面上位はヘラケズリ後、ヘラミガキ調整。口径15. 8cm、現存高5.6cm。胎土は黄褐色で

砂粒を含む。 

(u）須恵器（Fig. 23 PL. 18) 

1--9は 2号墳出土。6が前庭部前面の閉寒部上部から出土した以外はすべて北東部周溝内出

土。 

1~4は杯蓋である。1は低く平らな天井部に、垂直に下る口縁部がつくが、端部は丸く、 

稜は小さく丸い。回転ナデ調整で、天井部は回転ヘラケズリ調整。復元口径11.0cm、現存高3.1 

cm。胎土は微細な砂粒を若干含む密なもので、焼成は良好。色調は暗青灰色。 2 も 1と同形態

で、口縁端部を欠く。天井部外面は 1と同様全面回転ヘラケズリ調整。ロクロ回転右方向。口

径12. 4cm、現存高4.0cm。胎土・焼成度は 1と同じで、色調は青灰色。 3 は低く丸味をもっ天井

部に、垂直に下る口縁部がつくが、端部を欠く。稜は鋭い。回転ナデ調整で、天井部外面％は

回転ヘラケズリ調整。ロクロ回転左方向。口径12.2cm、現存高5.3cm。胎土は砂粒を若干含むも

ので、焼成はやや良。色調は黄青灰色。 4 は 3 と同形態であり、口縁端部は丸い。天井部上面

％は回転ヘラケズリ調整。ロクロ回転左方向。口径11.0cm、器高5.2cm。胎土、焼成度とも 3 と

似るが、天井部外面は灰かぶりで器面が荒れている。 

5 は杯身である。浅く平らに近い底体部に、内傾した後直立してのびるたちあがりがつくが、 

端部は丸い。受部は上外方にのび、端部は鋭い。回転ナデ調整で、底体部外面％は回転ヘラケ

ズリ調整。ロクロ回転右方向。口径9.4cm、器高5.1cm。胎土は微細な砂粒を含む密なもので、 

焼成はやや良。色調は暗灰色。 

6 は高杯である。杯部は、深く丸い底体部に上外方に直線的にのびる口縁部がっくが、端部

は丸い。口縁部下方には鋭い稜が 1条っき、稜下方に1条の波状文がつく。脚部は、外湾しな 
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がら下外方に下り、裾部は短く水平にのびた後段をなして下内方へ下る、端部が鋭いものであ

る。 3 方向に四角形スカシを有する。杯部は回転ナデ調整で、底体部外面％は回転ヘラケズリ

調整。脚部は外面カキメ調整の他は回転ナデ調整。ロクロ回転右方向。口径17.0cm、器高11.4 

cm、脚裾部径10.4cm。胎土は微細な砂粒を含むが大粒の砂粒も若干含む。焼成は良で灰かぶり

している。色調は青灰色。 

7.-....9 は高杯形器台である。同一個体と考えられる。 7は杯部である。ほぼ直線的に上外方

へのびわずかに外反する体部上端に、水平にのび上方へのびる口縁がつくが、端部はやや鋭い。 

底体部下位は内湾する。口縁直下に 2条、さらに下方4.6cmと7.8cmにはそれぞれ1条の小さな 

突帯がっく。内面はタタキのあと回転ナデ調整。外面はカキメ調整だが、下位突帯以下はタタ

キ痕を回転ナデ調整で消している。突帯間は上段に 2条、下段に 1条の波状文がつく。復元口 

径35.8cm0 8・9 は脚部である。ほぼ直線的に下外方へのび、端部は面取りされる。小さな突

帯を 3条っけ、その間にそれぞれ1条の波状文と、四角形スカシを入れる。スカシは上段・下

段とも 6 カ所と思われる。内面回転ナデ調整、外面カキメ調整。裾部径27.6cm。脚部高は13cm 

内外と思われる。胎土は砂粒を含むもので焼成は良好。色調は杯部が暗茶褐色、脚部が褐色お

よび灰褐色。口縁端部に自然柚がかかる。 

10-16は 3号墳出土。14・15・16が石室内から出土した他は北東部周溝内出土。 

10・11は杯蓋である。深くやや丸い天井部に、下方後外反して下る口縁部がつく。端部はや

や内傾する平面をなす。稜は鋭い。回転ナデ調整。ロクロ回転右方向。10は天井部外面％を回

転ヘラケズリ調整で口径13.0cm、器高5.2cm0 11は天井部外面％を回転ヘラケズリ調整で、口径 

13.0cm、器高4.7cm。どちらも胎土は砂粒を含み、焼成良好で色調は青灰色である。 

12は杯身である。浅く平らに近い底体部に、内傾後直立してのびる口縁部がつくが、端部は

やや内傾する平面をなす。受部は水平にのび、端部は丸い。回転ナデ調整で、底体部外面％は

回転ヘラケズリ調整。ロクロ回転右方向。口径12. 2cm、器高4.8cm。胎土は砂粒を含み、焼成は

良好。色調は内面が青灰色、外面が黄灰色。 

13は高杯である。杯部は、深く丸い底体部に、内傾して直立するたちあがりがっくが、端部

は内傾する凹面をなす。受部は水平にのび、端部は鋭い。脚部は外湾しながら下外方に下り、 

裾部は短く外上方にのびた後段をなし内方へ下るものと考えられる。裾端部を欠く。回転ナデ

調整。ロクロ回転右方向。杯部は底体部外面％は回転ヘラケズリ調整。口径11.6cm、現存高9.0cm0 

胎土は細かい砂粒を含み、焼成は良好。色調は青灰色。 

14は大型醒である。丸味をもっ底部と球形に近く最大径を中位にもっ体部をなす。口頚部は

外湾しながら大きくひらき、鋭い突帯がつき、外湾気味に上外方へのびる口縁部がっくが端部 

は水平になる。内外面丁寧な回転ナデ調整。ロクロ回転は右方向と思われる。最大径部やや上

位に径0.9cmの円孔を穿つ。口径10.8cm、器高14. 5cm、最大径16.3cm。胎土は少量の砂粒を含み、 
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Fig. 24 船石遺跡古墳出土鉄器（1）実測図 

(1】 1号墳 2 】 2 号墳 3 】 3号墳出土） 

焼成はやや良。色調は黄褐色の部分と青灰色の部分がある。 

15・16は壷である。同一個体かも知れない。 

短く外反後上外方へのびる口縁がつくが、 

端部は鋭い。16は内湾する体位上位に外反

する口頚部がつく。体部破片下位にはタタ

キ痕が残るが、全面回転ナデ調整。復元口

径15. 4cm。胎土は細かな砂粒を含むが多く

はない。焼成は良好で、肩部と口頚部内面

は灰かぶりしている。色調は青灰色。 

6H）鉄器（Fig. 24・25 PL. 19・20) 

1は 1号墳石室内出土。いわゆる蛇行状

鉄剣である。全長71 .5cm。身長56.8cm、茎

長14. 7cmとなる。身は両刃部に 7 カ所の山

と 7 カ所の谷をつくりゆるやかに湾曲する。 

断面は鏑が片面に明瞭であり、他面は不明

瞭でレンズ状となる。身は関の部分で幅4.05 

cm、厚さ0 .7cm、中央部で幅3.4cm、厚さ0.6 

cm, 錯から 4 cm手前で幅2.7cm、厚さ0.5cm 

となり、錯に向かって幅・厚さとも小さく

なる。関はわずかに斜目に切られ、基部に

向かって幅が狭くなる茎がつく。茎は関と

の境で幅3.0cm、基部で幅l6cmとなり、関

から5.1cmと12.0cmの 2 カ所に径0.3cmの目

釘穴がつく。厚さら0.5cm0 

2・4---19は 2号墳出土。北東部周溝内

出土の13を除けば他はすべて石室内出土。 

2 は身が S字形に湾曲するいわゆる蛇行

状鉄矛である。全長27.8cm。身長19. 0cm, 

一部身と重複するが袋部長10.3cmとなる。 

身の断面は両面に鏑が明瞭で菱形をなす。 

身は関の部分で幅2.9cm,錯から15. Scmのと

ころで幅3.0cm、厚さ0. 65cm,錯から 4 cmの I 

ところで幅2 . 7cm、厚さ0. 55cmとなる。袋部  

巧はロ頚部で、外湾して大きくひらく頚部には、 
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は先端をく字形とし身を挟み固定しており、断面は菱形となり 4 つの稜は明瞭である。基部で

幅2.7cm、厚さ3. 25cm、中央部で幅2.9cm、厚さ2.4cmとなる。鉄板の厚さは0.2cm前後である。 

基部より0.8cmの両側に目釘穴を穿ち、径0.5cmの断面円形の目釘を差し込んでいるが、目釘は

基部側へ湾曲し、袋部内では溶着している。身の先端付近に木質が残る。 

4- 7 は鉄鉄である。 4 は平根式で、腸挟が深く鋭い逆刺をもつ。鋒は厚さ0.15cmで、刃部

は S字形にゆるやかに湾曲する。現存長10.5cm。茎には木質と樹皮が付着している。 5 は刀子

形の尖根式で、逆刺を欠く。錯はやや丸くなっている。鋒は厚さ0.3cmで、現存長8.9cm0 6・7 

は茎の基部付近で、 7 には木質と樹皮が付着する。 

8・9 は工具の一種か。鉄鍍の茎に似た形態の鉄棒の先端を尖らせ、湾曲させている。 8 は

木質と樹皮が付着している。 8 は現存長8. 1cm0 

10・11は幅0.7cm、厚さ0. 15cmの鉄板状の棒を折り曲げた形態のもので、用途不明。同一個体

の可能性がつよい。10には木質が付着することや、 2 個の長さが、先の鉄矛の袋部の外周の長

さに近いことなどから、鉄矛に付属する金具であった可能性もある。 

12も用途不明。断面が浅いU字形をなす幅0.7cm厚さ0. 1cmの棒状の板に、薄い鉄板を螺旋状

に巻きつけている。現存長2.75cm0 

Bは鉄斧である。刃部の大半を欠く。厚さ0.8cmの鉄板の両側を折り曲げて着装部をつくるい

わゆる袋状鉄斧である。現存長6.4cm、袋部の最大幅3.3cm0 

14-'-18は螺旋状に湾曲する鉄棒である。用途不明。断面は 1辺0.4cm前後の正方形をなす。18 

で長さ37.4cm（直に延した長さ）、14-17の長さをプラスすれば66.2cm以上にもなる。 

19は鉄製刀子である。全長12.9cm。身長8.7cm、茎長4.2cmとなる。身は背がわずかに反るが、 

刃部は錯部付近までは直刃である。関の部分で幅1.8cm、背厚0.45cm 錯から 3 cmの部分で幅0.7 

cm、背厚0.3cm。関は直角に切られ、基部に向って幅が狭くなる茎がつく。茎は中央部で幅0.95 

cm、厚さ0.3cm。関から茎中央にかけて鹿角製装具の一部が付着している。 

3・21は 3 号墳出土。 3 は石室内、21は北東部周溝内出土。 

3 は鉄剣である。全長53.0cm。身長40.6cm、茎長12. 4cmとなる。身は断面菱形をなす。関か

ら錐方向へ6.5cmのところで幅3. 1cm、厚さ0. 7cm、鎧から 6 cm手前のところで幅2.6cm、厚さ0.55 

mとなり、錯に向かって幅・厚さとも小さくなる。関は斜目に 2 段切られ、基部に向かって幅

が狭くなる茎がつく。基部から8.5cmのところで幅2.1cm、厚さ0.4cm。基部はやや丸くなる。錆

のため目釘穴は不明である。 

21は鉄製刀子である。身と茎の約半分を欠く。現存長＆ 4cm。関は上が斜目、下が直角に切ら

れている。身は関から2 .5cmのところで、幅1.9cm、背厚0.35cm。関幅1. 95cm。茎は関から lcm 

のところで幅1.3cm、厚さ0. Scm。茎部の折れた部分には木質が付着する。 

伽）石器（Fig. 25 PL. 16) 2 号墳石室内から 1点出土した。 
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Fig. 25 船石遺跡古墳出土鉄器（2）・石器実測図（ 4 ---20i2 号墳、21I3号墳） 
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20は玄武岩製の太形蛤刃石斧で刃部を欠く現存長14.0cm、中央部で幅7.4cm、厚さ4.5cm0 

"） 船石下祭記遺物 

船石に供えたと考えられる土師器である。 

土師器（Fig. 26 PL. 17) 

小皿と杯が、正確には数えていないが、おそらく1,000個以上出土した。 

1-8は小皿である。径が大きい平底の底部に、短かい口縁部がつく。丸味をもって、口縁

部がわずかに内湾気味にひらくもの（1~4）、口縁部が極端に内湾するもの（ 5)、口縁部が

直線的にひらくもの（ 6----8 ）に分けられる。口径7.4cm-8.4cm、器高0.9cm---1.3cmで、口径 

8.0cm、器高1.0cm内外が標準値である。胎土は砂粒を含み、色調は黄褐色、燈褐色、赤褐色な

ど様々である。 

9~ 17は杯である。径が大きい平底の底部に口縁部がつくが、口縁部は直線的にひらくもの 

(9----10)、わずかに内湾しながらひらくもの（12-14）、わずかに内湾しながらひらく口縁の

端部を短かく外反させるもの（15)、わずかに外湾するもの（16）などに分けられる。口径11.8 

cnr'-13.8cm、器高2.2cm-'-3.lcmで、口径12. 3cm、器高2.8cm内外が標準値である。胎土は砂粒を

含み、色調は小皿と同じく様々に発色している。 

小皿、杯ともに粘土塊から一気に成形し、回転糸切りで離している。ロクロ回転はほとんど

が右回り。外底部には糸切り痕の後板目がつくものがあるが概して少ない。 

土師器すべてを観察する時間的余裕が無かったので、ごく一部について記述した。 

Fig. 26 船石遺跡船石下祭記遺物実測図 
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V 総 	 括 

船石遺跡は弥生時代の集落と墓地、古墳時代の古墳群、中世の祭記跡などの性格をもつ、長

期間にわたって形成された遺跡であることが調査の結果明らかになった。中でも弥生時代の巨

大な支石墓、石室構造の推移が知れる古墳群、古墳出土のいわゆる蛇行状鉄剣や蛇行状鉄矛・

古式の須恵器などは重要な問題を含むものとして注目される。 

以下、調査の成果と問題点について、弥生時代、古墳時代、中世の各時代に大きく分けて簡

単に述べてみたい。 

1，弥生時代の船石遺跡 

(1）集 落 

南区から北区西部にかけての標高約23m以下の位置で 9基検出されたが、周辺の地形や遺物

散布状況をみると、南方や西方および北方の広範囲にわたって集落が営まれたことが想像され

る。特に西方水田部は、西方の切通川が形成する谷底平野まで緩傾斜となっており、多数の竪

穴住居跡が存在する可能性がつよい。 

さて、発掘した 6基の竪穴住居跡や貯蔵穴は、出土した土器により中期初頭から中期前半（城

ノ越式土器を主体とする）にかけての所産と考えられる。北区のものも含めると平面円形のも

の 6基、平面長方形のもの 3基に分かれる。平面円形の住居跡の規模は14.4rrf-22.5rrfが標準

であるが、 3 号住居跡は62. 2m2と格段に大きい。この 3号住居跡は柱穴の数も多く、建て替え

がおこなわれた可能性もある。 

船石遺跡の南南西約lkmに位置する一本谷遺跡では、集落の中で格段に大規模な住居跡が確

認されておりa）、その構造や出土品の性格から特殊な用途の建物として使用された可能性も考え

られる。 

(2） 墓 地 

北区のほぼ全域、標高約22m---24mの範囲で、奮棺墓を主体とする弥生時代墳墓の墓墳上面

が確認され、その数は100基以上と推測される。また、これらの墳墓群の中に 2基の支石墓が確

認されたことは注目される。 

弥生時代の墳墓は南区では検出されず、北区でも地形が急勾配となる東と西部では数を減じ

ている。しかし天神社境内および北部の基壇状遺構下部でも嚢棺墓の存在が確認されるので、 

本来の数はかなり増加するものと考えられ、その分布は東は北区の東端、西は北区の西端から

やや西方まで、南は天神社の境内、北は基壇状遺構のやや北方までの区域と考えられる。 

轟棺墓 19基について調査を実施したが、埋置されていたいわゆる琵棺（埋葬に使用される

土器）としては大形究、中形嚢、小形発、大形鉢、小形鉢などが用いられていた。これらは形 
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態的な特徴により18形式に分類したが、森貞次郎（2）高島忠平（3)、橋口達也（4）によってなされた

編年に対応させると次のようになろう。 

な富遮ミ 弥生時代中期前半 弥生時代中期後半 

大形奮 Aa B ・Ab 	,,・Bb C D E 

中形轟 Aa・Ab 

小形畿 Aa ・Ab B 

大形鉢 Aa ・Ab B C 

小形鉢 A 

森 城ノ越式 汲 田，式 須 玖 式 立 岩 式 

高 島 W式 V 式 VI 式 皿 式 

橋 口 KITa式K IIb式 	K Ih式 KIIIa式 Kill b式・Kill 式 

以上のように 2 号支石墓周辺の19基の琵棺墓は、中期前半の内でも新しい時期に集中して営

まれており、最も新しいものは中期後半の16号嚢棺墓である。これらのうち船石（ 2 号支石墓） 

に接近した位置に存在するものは、ほとんどが船石に向かって奮棺が埋置されており、その墓 

墳は船石下部へは切り込んでいない。また琵棺埋置の方法については北九州奮棺墓盛行地帯の

一般的傾向に等しく、中期中頃前後では水平埋置が増加し、中期後半になると傾斜がつよくなっ

ている。 

船石遺跡では前期末から後期にかけての奮棺片も散布しているところから、長期的に営まれ

た墓地であったと考えられる。前期末から後期にわたる墓地としては、船石遺跡の西方約 lkm 

の二塚山遺跡（5)、西方約 4kmの三津永田遺跡⑥が存在するが、どちらも漢式鏡など豊富な副葬

品をもつ墓地として著名である。 

支石墓 2 基について調査を実施したが、 1号支石墓は亀石と呼ばれる亀甲形の上石をコの

字形に配された約10個の塊石で支える形式のものであり、 2 号支石墓は長さ5. 41mの舟形をな 

す巨石を 3 個の大石で支える形式のものであった。下部構造として 1号支石墓では中期前半の 

合せ口奮棺（大形嚢Bb 	汲田式）が埋置されていたが、 2 号支石墓では直下の大きな竪穴を 

埋葬施設とみることは困難である。竪穴の内部からは弥生時代前期末（板付II式）から中期中 

頃（須玖式）にかけての土器片や扇平片刃石斧、鉄鎌などが塊石とともに出土しており、竪穴

上面では鎌倉時代の土師器の杯・小皿が出土していることなどから、この竪穴は弥生時代中期

中頃（鉄鎌は後期以降のものか）以降鎌倉時代までの間の所産と考えられる。船石を天井石と

して利用した貯蔵用？の竪穴かも知れないが、埋土の堆積状況など単純に納得できない点が多

い。1号支石墓で支石のーつと考えられる塊石が下部の嚢棺を破壊している点とあわせて興味

深い。 

さて、 2 号支石墓が営まれた年代であるが、周辺の亮棺墓群の位置や埋葬方向などの点で、 
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明らかにこの巨石船石の存在を意識しているところから中期前半（汲田式）、またはそれ以前と

考えられ、あるいは 1号支石墓と同時期のものであるかも知れない。 

西北九州において弥生時代中期および中期の可能性がっよい琵棺を下部埋葬主体とする支石

墓としては佐賀県唐津市葉山尻⑦、同北波多村徳須恵（8)、同大和町南小路9)、福岡県北崎村小田

⑩、同浮羽町朝田⑩、同大牟田市羽山台(12)例などが知られており、また福岡県春日市須玖岡本(13) 

佐賀県唐津市宇木汲田遺跡⑩では巨大な支石墓が存在していたことがほぼ確実と考えられてい

る。 

船石遺跡1号支石墓については、上石は唐津市の葉山尻、五反田a日、割石⑩などのそれに似

た亀甲状の花闇岩半割材であるが、支石の配置は塊石約10個を裏棺墓墳上縁にコの字形に配す

る類例のない形式のものである。 2 号支石墓は規模・構造の点で注目される。上石は長さ5.41 

m、幅3.12m、厚さ約lmと須玖岡本例（長さ3.33m、幅1.82m、厚さ約0. 3m）や南小路例（長

さ3.2m、幅2. 4m、厚さ約0.45m)、宇木汲田例（長さ3.07m、幅1.04m、厚さ0. 39m）などの

大規模なものをはるかにしのぐ大きさである。わが国の支石墓がその影響下に発生したと考え

られる朝鮮半島の支石墓⑩を含めても、かなり大規模なものと言うことができ、国内ではもち

ろん最大級である。この 2 号支石墓は構造的には、松尾禎作が卓子式と碁盤式の折衷式と考え

る囲ように、支石が立てられてはいるものの、低い点やその配置からは、やはり碁盤式（南方

式）支石墓の影響を受けたものと考えられる。 

さて、 2号支石墓の内部主体の問題であるが、下部の竪穴により破壊されたか、本来主体部

をもたず周辺奮棺墓群の標式的なものであったか不明である。数基の奮棺墓の標式となってい

たと考えられるものとして、葉山尻1号支石墓、宇木汲田例などがあるが、前者は嚢棺墓 6基

の埋葬施設をもち、後者は奮棺墓 3基が埋葬施設と考えられる。前者は上石直下に聾棺が存在

し、奮棺埋置後上石が置かれたことが分かるが、後者は大石の端に亮棺が切り込んだ形となっ

ており琵棺と上石の前後関係は不明である。船石 2 号支石墓は内部施設が後世破壊されたかも

知れないが、弥生時代中期前半にはすでに周囲の琵棺墓群の標式的な存在となっていたことは

否定できない。佐賀平野でも支石墓、あるいは支石墓の上石の可能性が強い亀甲状の花崩岩の

例が増加しつつある。縄文時代晩期～弥生時代初頭では佐賀市久保泉丸山a9、中原町香田ロm、弥

生時代前期末～中期では大和町南小路、神埼町伏部大石ロ』、同四本黒木ロの、同熊谷ロり、同馬郡四、 

東脊振村西石動の、同松の森のなどがあげられ、さらに類例が増加するものと考えられる。こ

れらのうち調査されていないものもいくつかあり、それらの内容が解明されるにつれて船石遺

跡支石墓のもつ意義もおのずから明らかになってこよう。 

なお船石遺跡では 1号墳天井石（鼻血石）、 2 号墳・3号墳側壁などに用いられている大石も

本来支石墓の上石として利用された可能性が強いことを付記しておく。 
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2．古墳時代の船石遺跡 

古墳時代の遺構としては 3基の古墳を調査したが、1号墳は墳丘と周溝、2 号墳は墳丘南部、 

3号墳は墳丘と石室上部が破壊されていた。1号墳は天神宮の建立などに伴ない墳丘などが破 

壊されただろうことは想像にかたくないが、2 号墳・3号墳は径lom前後の小規模な円墳であっ

た。これら 3基の古墳は巨石船石を取囲むように、船石の南・東・北に接する位置に構築され、 

古墳時代に至っても船石が古墳の位置決定について規制となっていたことが窮える。 

(1）石 室 

石室は 3基とも異なる構造のものである。 3基とも 5世紀中頃前後から 5世紀終り頃までの

所産であることは、出土した須恵器などから分かるが、1号墳・ 2号墳・ 3号墳の順で、 6世

紀に入って盛行する本格的な横穴式石室への構造の変遷が窮えて興味深い。 

1号墳石室はやや中ぶくらみの狭長な長方形に近い平面形の竪穴系横口式石室で壁体は腰石

としてやや大きい塊石を用いている。横口部は長めの塊石 2 個を立てただけで、横口前面は発

掘していないが斜め上方から入る形式の前庭部になるものと推測される。天井石として長さ 3 

m以上の大石を用いるが、同様な例は支石墓群内に構築されれた唐津市迫頭古墳群のの竪穴系

横口式石室に多くみられる。 

2号墳石室は狭長な長方形をなす平面形の古式の横穴式石室で、壁体は北東壁は 1枚石を用

い、他の 2面は大きな腰石を1枚裾えて上部は塊石を平積みするが、この種の石室としては特 

異な構造である。玄門には柱状の石を袖石とし、間には枢石を置く。前庭側壁は一部塊石を平

積みするが全体的に稚拙なつくりである。この前庭側壁上部には天井石ともみえる石が架構さ

れるが、前庭部が短い階段状となっているところから、追葬時にはこの上石を動かす形式のも

のであったかも知れない。 

3 号墳石室はいわゆる羽子板形の平面形をなす古式の横穴式石室で、玄室の壁体にはそれぞ

れ1個の腰石を据えている。上部の構造は不明であるが、構造的には船石遺跡の南西約1. 8kmに 

位置していた大塚前方後円墳口田（目達原古墳群）の石室に類似しているが、規模が小さく、また

船石 3号墳の権石が両裾石間に存在することなどは相違点としてあげることができる。楯石の

存在は不明である。前庭側壁は 2 号墳と比較すればより整然と積まれているが、前庭部が斜め

上方から入る形式であることは同じである。 

これら 3基の古墳は、墳丘規模や出土した副葬品の特徴などから、ある一定の政治的階層に

あった人々によって営まれたものと推測され、この点一つの地域においてある階層が営なんだ

古墳の石室の変遷を知る好資料である。 

(2） 出土遺物 

出土遺物としては特殊な性格をもつと考えられる蛇行状鉄剣・蛇行状鉄矛やこの地方では出 
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土例が少ない古式の須恵器などが注目される。 

2 号墳出土の蛇行状鉄矛は身がS字形に湾曲し、袋部が断面菱形となり、折れ曲がる目釘が

付く特殊な形態のもので、他に出土例をみないものである。1号墳出土の蛇行状鉄剣は剣身が 7 

回湾曲するものである。蛇行状鉄剣は S字形に 2 回湾曲するものから 7回湾曲するものまで、 

15遺跡から18本程出土しているとされている四が、県内でも大和町高畠古墳からかつて出土し

ており鋤、また最近、福岡県八女市立山山24号墳石室岡からも出土しているので、船石とこれ

らの例を加えると18遺跡21本程となり、18遺跡のうち11遺跡が九州の遺跡ということになる。 

7回湾曲（屈曲）しているものとして栃木県小山市桑57号墳出土例助があるが、これは湾曲

する刃部に対時する部分は鋭くヒイラギの葉状となり形態的には様相を異にし、宮崎県野尻町

大萩F区地下式横穴 7号例岡の屈曲のしかたと同様である。船石例は関から錯方向約 2 cmの部

分および錯から約12cmの部分の湾曲も含めて 7つの湾曲部をもつものであるが、全く同形態の

ものとして宮崎県都城市牧原地下式横穴 2 号例岡を挙げることができる。全長48cmと船石例に

比較すると小型であり、曲数 5 と考えられているが、船石例と同様な数え方では 7つの湾曲部

をもつということができる。 

須恵器は 2 号墳、 3号墳から出土したが、それぞれ周溝北東部にほとんどが集中している。 

2 号墳出土のものはほぽ陶邑TK208型式岡に属するものと考えられるが、杯蓋・杯身の口縁

端部が丸いことや、杯蓋には低く平らな天井部に垂直に下がる口縁部がつく優品（Fig. 23-1・ 

2）が含まれていることなど前段階の要素を受けつぐものである。無蓋高杯 (6）はやや新しい

形態であるが、これは前庭部閉塞石上に供献されているもので、あるいは追葬時のものかも知

れない。 

3 号墳出土のものは陶邑T K23型式に属するもので、TK47型式までは下らない時期のもの

と考えられる。このころすでに佐賀平野北部山麓でも佐賀市神寵池窯跡岡などで須恵器の焼成

が開始されている。 

以上のような出土須恵器の編年から 2号墳は 5世紀後半でも古い時期、 3 号墳は 5世紀終り

頃の築造と考えてよい。また 1号墳は石室構造が 2 号墳石室より前出的な形式である点や他の

石室例⑩などから、 5世紀中頃前後の構築と考えたい。 

蛇行状鉄剣については、『播磨国風土記』讃容郡中川里の条の説話が示すように霊力をもつ異

剣であるが、実戦にも耐えうる形態をとっている。記・紀が示すように、武器、とりわけ剣・

矛・刀は「最も神秘的なものとして取扱われており」、多面「実際上の威力の発揚、換言すれば

現実の武力が、戦闘用武器として相手を摺伏せしむべき性能」をもっていたと考えられている囲

が、記・紀の中に蛇神に関する説話が多いことなどから、蛇行状鉄剣は一般的な直身の剣に比

べ、より強く神秘的な威力を発揚したものと推察される。 

蛇行状鉄剣の分布は畿内と日向に集中し、他は関東、北陸、北九州地方に小数知られるにす 
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ぎない。時期的には畿内のものが 5世紀と古く、日向その他のものは新しいところから、中央

から辺地族長へ授与したものとみる考え(39)もある。 

船石遺跡が存在する上峰村周辺は『肥前国風土記』の三根郡（物部郷・漢部郷・米多郷）、神

埼郡三根郷にあたる地域と考えられ、『日本書紀』雄略天皇十年の条に「筑紫嶺県主泥麻呂」、 

『古事記』に「筑紫之米多君」、『国造本紀』に「米多国造都紀女如」などの人物が登場するな

ど、当地域の政治情勢を示唆するかのようである。県主と国造の関係や性格などについてはま

だ不明な点が多いが、畿内周辺における国造の成立時期については 4世紀末期から 5世紀初頭

と考えられ⑩、米多国造の補任を 5世紀中頃とする考え(11) はうなずける。 

上峰村から三田川町周辺にかけて 5世紀以降の前方後円墳 7基、円墳 5基以上からなる目達

原古墳群が存在しており、従来より米多国造により営まれた墳墓群に比定されているが、径10 

m前後の円墳船石古墳群の被葬者はいったいどのような階層の人々であっただろうか。古墳の

石室構造は目達原古墳群の石室構造の前出的なものと重複する時期のものもあり、また副葬品

の内容も考慮に入れるならば、米多国造家の勢力範囲内において、国造の職掌の一部を担って

いた階層であったことが窮えるとともに、蛇行状鉄剣・鉄矛にみられる武器祭肥的な性格から

は、先の『肥前国風土記』の物部郷、綾部郷などの説話にみられるように物部や忍海部との関

わりも考えられる。これらは来目皇子による新羅征伐に関するもので、物部若宮部を遣わして

この村に社をつくり物部経津主神を祭らせたこと、新羅征伐のために忍海漢人に兵器を造らせ

たことが記されており、祭記や武器に関するものであり、船石古墳群の被葬者は国造家の内部

で、武器あるいは祭記に関係の深い集団の長とも考えられるが、推定の域を出ない。 

今後、目達原古墳群をはじめその周辺（中原町から神埼町山麓地域）に分布する 6基の前方

後円墳を含む古墳群の検討をおこなう必要がある。 

3．中世の船石遺跡 

中世の遺構と考えられるものに南区1号溝や船石（2号支石墓上石）下祭肥遺構があるが、 

北区北部に位置する基壇状遺構もあるいはこの頃に構築されたかも知れない。 

1号溝については出土遺物が土師器小皿の細片数点にすぎず、掘削の時期を明らかにするこ

とは不可能であるが、船石下祭肥遺構の土師器はほぽ年代が知れる。これらはすべてロクロ成

形による糸切り離しの技法によるもので、杯は口径11.8cny-13.8cm、器高2.2cm'-3.lcmと法量、 

形態に個体差がめだっており、またこれら土師器群は比較的厚く堆積していることなどから、 

長期間にわたって供献されたものらしい。ちなみに大宰府周辺のこの種土師器の編年(12) によれ

ば、13世紀前半～14世紀前半のものと推定される。13世紀前半といえば、寛喜年間の全国的な

風水害や飢謹が知られているが、このような天変地異の続発が契機となって、巨石信仰がおこ

なわれ始めたのかも知れない。 
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また基壇状遺構については、その位置関係から巨石船石との関連が考えられるが、推測の域

を出ない。全域について調査しないと何とも言えないが、類似した構造をもっ例として一乗谷

朝倉氏遺跡などの屋敷の外周石列があげられる。石列に大石を両側に立てた門跡とされる部分 

（門S I 2533)“りは船石例の倒れた大石との関連で興味深い。いずれにしても後日の調査をま

ちたい。 
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Tab. 5 遺構番号新旧対照表 

報告書での番号 
（新番号） 

調査時の番号 
（旧番号） 

報告書での番号 
（新番号） 

調査時の番号 
（旧番号） 

竪穴住居跡 2 号亮棺墓 sJll3奮棺墓 

1号住居跡 SBO 05住居跡 3 号 	” SJ114 	ii 

2 号 	万 SBOO6 	)) 4 号 	刀 SJ115 	ii 

3号 刀 SBOO7 	1) 5号 万 SJ116 	ii 

4 号 	” SBOO8 	11 6 号 	万 SJ117 	ii 

5 号 刀 SBO1O 	ii 7 号 	万 SJ118 	ii 

6 号 万 SBO1,2 	11 8 号 	刀 SJ119 	ii 

7 号 	刀 9 号 	刀 SJ12O 	ii 

8号 刀 10号 	/1 SJ121 	1) 

9 号 万 11号 	1) SJ122 	ii 

土墳（貯蔵穴） 12号 	11 SJ123 	1) 

1号土墳 SKO 0 2 土墳 13号 	1/ SJ124 	ii 

2 号 万 SK003 	/1 14号 	11 SJ125 	'1 

3 号 ” SKOO4 	ii 15号 	11 SJ126 	ii 

4 号 万 SKOO9 	/1 16号 	11 SJ127 	ii 

5 号 万 SKO11 	/1 17号 	” SJ128 	1) 

6 号 SKO13 	Ii 18号 	” SJ129 	ii 

7 号 刀 SKO14 	11 19号 	11 SJ13O 	ii 

8 号 ガ SKO15 	ii 支石墓 

9 号 万 SKO18 	ii 1号支石墓（亀石） SX1O5遺構 

10号” SKO19 	1) 2 号 	万 	（船石） SX1O6 I) 

11号 /1 〔
b
 

。
ノ
］
  
K
 
0
 
0
 

刀
 

古墳 

12号 11 SK023 	ii 1号墳（鼻血石） S X107遺構 

溝 2 号墳 ST1ol 古墳 

1号溝 SDO 0l 溝 3 号墳 ST1O2 	1) 

窪棺墓 その他 

1号奮棺墓 SJll2聾棺墓 基壇状遺構 ST1o3古墳 

- 52 一 



折り込み 1 

、
 、

 

ノ
 ノ

 

×、～、、  

23. 00 m 	』 

×、、 、、  」 
ヒ1 

、、、、、、 

、× 	＼ 
\

\\ \ ＼  北 区 

＼、 	× 	＼ 

＼、N 
\

\\  
N 

24.()o rn ’、、、、、 

~～×、×、 

、、、、、 

\ \ 'N 
\ 

～、＼ 

/ 

L 

1号墳
鼻血石） 

~  
船石天神宮 

Hー
ー
ー
 

、
 

、
、
 

ノ
 

、
、
 

ノ
 

・
・、
、
 

、

、
 

、
 

、
、
ー
ーー
・I
ー
 

ー 一一  ／ 

→ 

ー」 ーノ ー ／一 

・ぞ a d菊 

2号 
 . 9

2 	 ;; 

・o 

____-10号土 



折り込み 2 
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PL. 2 

1．船石遺跡遠景く南東から〉 

2．船石遺跡近景く南東から〉 

3．船石遺跡北区 

調査前の状況〈南から〉 



1．船石遺跡南区く南から〉 

2， 同 上 く南西から〉 

3． 同 上 く北から〉 



船石遺跡北区航空写真く北から〉 



1．船 石（調査前）〈北から〉 

2．鼻血石（調査前）く北から〉 

3．亀 石（調査前）く西から〉 



1．舟石と亮棺墓 
〈北西から〉 

2．舟石南西発棺墓群 
く南東から〉 

3.5号（大）・6 号（小）亮棺墓 
〈北東から〉 



1．亀石く東から〉 

2．同上く北から〉 

3．亀石下琵棺く北から〉 



1．舟 石く南から〉 

2．同 上く北から〉 

3．同 上く北西から〉 



1．舟石下祭肥遺構 
〈東から〉 

2．舟石下土師器群 
く北から〉 

3．舟石下部竪穴 
〈北から〉 



ト
」
ビ
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1．鼻血石（1号墳） 
く北東から〉 

2.1号墳石室 
く南から〉 

3．同 	上 
く西から〉 



1. 1号墳石室横口部
く東から〉 

2. 1号墳石室東壁
蛇行状鉄剣出土状況 

3．蛇行状鉄剣出土状況
く北から〉 
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1. 2 号墳墳丘 

2. 2 号墳石室閉塞石と亀石

く北から〉 

3. 2 号墳石室閉塞石 

〈北西から〉 



1.2号墳石室 
く北西から〉 

2．同 	上 
〈南東から〉 

3．蛇行状鉄矛出土状況 



1. 3 号墳全景く北から〉 

2. 3 号墳石室く北西から〉 

3．同 	上〈南東から〉 



1．基壇状遺構 
〈南から〉 

2．同上 列石 
〈南から〉 

3．同上 列石
く南から〉 
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PL. 16 

1.10号土墳出土 

2 ．石鉄・剥片 

3．磨製石器 

4.11号土墳出土 

5 ．船石下部竪穴出土 

6 ．亀石下嚢棺（上琵） 

7 ．同 	上（下嚢） 
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船石下祭記遺構出土 

1~8 土師器小皿 

9---16 土師器杯 
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PL. 18 
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~3 2号墳出土 

6 	 10 4---1O 3号墳出土 
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PL. 19 

川 
1 

2 

1. 2号墳石室内出土鉄器 

2． 同 上 出土鉄器 

3． 同 上 出土鉄刀子 

4.2号墳周溝出土鉄斧 

5. 3号墳周溝出土鉄刀子 
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PL. 20 

左から 

蛇行状鉄剣 

(1号墳石室内出土） 

蛇行状鉄矛 

(2号墳石室内出土） 

鉄 剣 

(3号墳石室内出土） 
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